
画像は今年１０月１９～２５日の１週間の、「地震活動」（気象庁データ）だ。微弱な地震は

体感出来ないが、１週間で実に多くの地震が日本周辺で頻発している。

世
界
１
の
地
震
常
襲
国
。

私
た
ち
は
こ
の
こ
と
を
常
に

意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
地

震
予
知
、
災
害
復
旧
、
耐
震

化
…
…
。
地
震
に
対
す
る
日

本
の
技
術
は
世
界
１
だ
。
６

年
前
、
震
度
６
強
の
新
潟
県

中
越
地
震
が
発
生
。
そ
の
時

「
道
の
駅
」
は
避
難
所
や
災

害
復
旧
の
拠
点
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
教
訓
に
「
道
の
駅
」

の
防
災
拠
点
化
が
進
む
。
被

災
状
況
の
把
握
や
救
助
、
復

旧
に
欠
か
せ
な
い
地
図
も
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ

Ｓ
）
の
進
歩
で
格
段
に
精
度

を
増
し
た
。
今
改
め
て
防
災

問
題
を
考
え
る
。

画
像
デ
ー
タ
が
示
す
よ
う

に
、
驚
く
ほ
ど
大
地
が
活
発

に
活
動
し
て
い
る
状
況
下
で

は
、
大
規
模
地
震
は
い
つ
発

生
し
て
も
不
思
議
で
は
な

い
。
今
後
、
発
生
が
予
測
さ

れ
る
大
規
模
地
震
に
は
「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
こ

そ
、
必
要
な
心
構
え
で
あ

る
。近

年
で
も
阪
神
・
淡
路
大

震
災
以
後
、
新
潟
県
中
越
地

震
、
能
登
半
島
地
震
、
新
潟

県
中
越
沖
地
震
、
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
な
ど
大
地
震
の

発
生
は
相
次
い
で
い
る
。
こ

う
し
た
被
害
か
ら
身
を
護
り

社
会
を
護
る
に
は
、
防
災
体

制
の
不
断
の
構
築
が
欠
か
せ

な
い
。

道
の
駅
の
防
災
拠
点
化
も

中
越
地
震
の
教
訓
が
生
か
さ

れ
た
。
避
難
所
や
情
報
発

信
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

な
ど
に
被
災
地
周
辺
の
道
の

駅
が
有
効
に
機
能
し
た
こ
と

を
証
明
し
た
の
も
、
新
潟
県

中
越
地
震
の
後
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
国
も
設
備
や
備
品

を
整
備
し
防
災
拠
点
化
を
進

め
、
防
災
拠
点
と
な
っ
た
道

の
駅
は
、
０９
年
度
で
全
国
の

４３
道
の
駅
に
増
え
た
。

国
に
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
る
よ
う
な
災
害
が
発

生
し
た
際
、
国
交
省
国
土
地

理
院
は
真
っ
先
に
現
場
周
辺

の
地
図
を
持
ち
込
む
。
そ
こ

に
は
刻
々
変
化
す
る
被
災
状

況
や
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
救

助
や
復
旧
の
た
め
の
情
報
が

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使
っ
た
多
層
の
デ

ー
タ
マ
ッ
プ
と
し
て
提
出
さ

れ
る
。
中
越
地
震
を
教
訓
に

進
化
し
た
技
術
。
中
越
沖
地

震
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
協

力
し
て
、
迅
速
に
地
図
が
書

き
換
え
ら
れ
、
復
旧
に
大
い

に
役
立
っ
た
と
い
う
。

地
球
表
面
の
地
盤
は
幾
つ

か
の
プ
レ
ー
ト
に
分
か
れ
、

地
震
は
プ
レ
ー
ト
同
士
が
ぶ

つ
か
る
境
界
で
多
く
発
生
す

る
。
日
本
列
島
は
４
つ
の
プ

レ
ー
ト
が
ぶ
つ
か
る
境
界
線

上
に
あ
る
。

日
本
の
国
土
面
積
は
世
界

の
陸
地
の
約
０
・
２５
％
。
こ

の
上
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）
４
以
上
の
地
震
だ
け

で
も
世
界
の
地
震
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
１０
％
以
上
が
開
放
さ

れ
、
Ｍ
６
以
上
の
地
震
で
は

２０
％
以
上
が
日
本
と
そ
の
周

辺
で
開
放
さ
れ
て
い
る
。

地
震
が
宿
命
の
国
・
日

本
。
さ
ら
な
る
道
の
駅
の
防

災
拠
点
化
が
急
が
れ
る
。

平城遷都１３００年祭開催中

「
道
の
駅
」さ
ら
な
る

防
災
拠
点
化
を

地震大国に生きる
[関東・中部地方]

体
制
構
築
欠
か
せ
な
い

[近畿・中国・四国地方]

特集「災害と道の駅」

甦れ！鎮守の森③

「わが国、国土のすがた」④

道の駅グリーンプロジェクト

特集「道の駅 光のファンタジー１５選」

国土学事始め／なるほどブリッジ⑫

話題の道の駅「のとじま」

グリーン・ツーリズム／奈良特集

読者の声／おもしろ万葉集

プレゼント／パズル
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０７
年
７
月
１６
日
、
中
越
沖

地
震
（
Ｍ
６
・
８
）が
発
生
。

１７
日
の
災
害
対
策
本
部
で
、

本
部
長
の
泉
田
裕
彦
新
潟
県

知
事
が
「
災
害
対
応
の
状
況

を
分
か
り
や
す
く
地
図
化
で

き
な
い
か
」
と
要
請
。
こ
れ

を
受
け
て
即
日
、
京
大
防
災

研
究
所
の
林
春
男
教
授
を
リ

ー
ダ
ー
に
、
に
い
が
た
Ｇ
Ｉ

Ｓ
協
議
会
な
ど
が
加
わ
っ
て

産
官
学
民
が
協
働
し
「
地
震

災
害
対
応
支
援
Ｇ
Ｉ
Ｓ
チ
ー

ム
」
を
組
織
。
翌
日
、
同
チ

ー
ム
に
よ
る
「
地
図
作
成
班

（
Ｅ
Ｍ
Ｃ
）
」
が
対
策
本
部

内
に
設
置
さ
れ
た
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
）
を
駆
使
し
、
産
官
学

民
協
働
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

災
害
対
策
支
援
マ
ッ
プ
を
作

る
の
は
日
本
初
の
試
み
だ
。

「
猛
ス
ピ
ー
ド
で
様
々
な
判

断
を
迫
ら
れ
た
」
と
振
り
返

る
坂
井
さ
ん
。
同
協
議
会
は

高
機
能
パ
ソ
コ
ン
や
地
図
デ

ー
タ
な
ど
必
要
資
材
を
調
達

し
て
無
償
で
提
供
。
作
業
が

一
段
落
す
る
ま
で
２３
日
間
、

毎
日
約
１０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
そ
の
３
年
前

の
中
越
地
震
を
機
に
、
Ｇ
Ｉ

Ｓ
の
活
用
で
地
域
貢
献
し
よ

う
と
設
立
し
た
同
協
議
会
の

地
元
企
業
６
社
の
精
鋭
。
地

元
事
情
に
精
通
す
る
強
み
を

生
か
し
、
支
援
体
制
を
瞬
時

に
整
備
。
会
社
業
務
も
こ
な

し
な
が
ら
の
活
動
で
、
連
絡

メ
ー
ル
は
連
日
未
明
や
早
朝

に
や
り
取
り
し
、
土
日
や
夜

間
も
無
関
係
だ
っ
た
。

延
べ
２
７
５
人
の
努
力

で
、
災
害
状
況
図
、
通
水
エ

リ
ア
と
避
難
所
の
位
置
や
避

難
者
数
、
下
水
道
の
支
障
個

所
図
な
ど
約
２
０
０
種
の
地

図
を
作
っ
た
。
こ
の
デ
ジ
タ

ル
地
図
化
は
、
対
策
本
部
の

意
思
決
定
に
大
い
に
役
立
っ

た
。
関
係
機
関
が
状
況
認
識

を
共
有
で
き
た
か
ら
だ
。

泉
田
知
事
は
地
図
作
成
班

の
活
動
を
「
新
潟
発
の
災
害

対
応
の
新
し
い
試
み
だ
。
Ｇ

Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
地
図
で
災
害

の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し

た
。
産
官
学
の
連
携
で
県
外

か
ら
人
的
物
的
資
源
を
呼
び

込
ん
だ
功
績
は
全
国
初
」

と
、
高
く
評
価
す
る
。

協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
中
に

は
、
中
越
地
震
で
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を

使
っ
た
復
旧
活
動
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
し
た
り
、
能
登

半
島
地
震
で
も
現
地
入
り
し

て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
た
人
も
い
る
。

坂
井
さ
ん
は
「
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
災
害
時
の
産
官

学
民
連
携
の
仕
組
み
を
確
立

し
、
全
国
に
新
潟
モ
デ
ル
と

し
て
発
信
し
た
い
。
災
害
発

生
時
に
は
、
い
か
に
早
く
正

確
な
情
報
を
入
手
し
、
分
か

り
や
す
く
『
見
え
る
化
』
す

る
か
が
重
要
。
効
果
的
な
支

援
活
動
に
は
平
時
か
ら
の
備

え
が
大
事
で
、
地
域
の
デ
ー

タ
は
地
域
で
作
り
、
守
る
仕

組
み
を
構
築
し
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

「
Ｇ
空
間
社
会
」。
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
だ
が
９
月
、
横
浜
・
み
な
と
み
ら
い
で
「
Ｇ
空
間
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
が
開
か

れ
た
。
地
図
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
得
ら
れ
る
情
報
に
様
々
な
情
報
を
組
み
合
わ
せ
、
よ
り
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

の
が
Ｇ
空
間
社
会
。
災
害
時
に
「
ど
こ
へ
、
ど
う
避
難
す
れ
ば
よ
い
か
」
誘
導
し
た
り
、
安
心
・
安
全
な
生
活
を
実

現
す
る
イ
ン
フ
ラ
だ
。
Ｇ
空
間
を
地
図
作
り
に
活
用
し
た
の
が
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
。
そ
の
有
効
性
は

新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
証
明
さ
れ
た
。
災
害
対
応
支
援
Ｇ
Ｉ
Ｓ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
た
「
に
い
が
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
協
議
会
」

の
坂
井
宏
子
会
長
に
、
緊
急
地
図
作
成
に
関
わ
っ
た
体
験
を
披
露
し
て
も
ら
っ
た
。

平
成
１６
年
の
新
潟
県
中
越

地
震
以
降
、
能
登
半
島
地

震
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震（
と

も
に
１９
年
）
、
岩
手
・
宮
城

内
陸
地
震
（
２０
年
）
な
ど
、

震
度
６
強
以
上
を
観
測
す
る

地
震
は
、
数
年
に
１
回
程
度

の
割
合
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
読
者
の
み
な
さ
ま
も「
毎

年
の
よ
う
に
、
国
内
の
ど
こ

か
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し

て
い
る
」
と
記
憶
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。道

路
は
地
震
直
後
の
救
助

・
救
急
、
被
災
者
へ
の
物
資

輸
送
な
ど
で
重
要
な
役
割
を

担
う
た
め
、
地
震
で
道
路
が

被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

し
か
し
、
大
き
な
地
震
が
発

生
す
る
と
道
路
が
被
害
を
受

け
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
迅
速
に
道
路
の

被
害
状
況
を
把
握
し
復
旧
す

る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
過
去
の
経
験
に
学
ん
だ

取
り
組
み
の
例
を
紹
介
し
ま

す
。国

土
交
通
省
北
陸
地
方
整

備
局
は
、
道
路
の
被
害
状
況

の
迅
速
な
把
握
を
目
的
に

「
バ
イ
ク
調
査
隊
」
を
結
成

し
て
い
ま
す
。
バ
イ
ク
調
査

隊
は
「
道
路
が
被
害
を
受
け

て
自
動
車
が
通
行
出
来
な
か

っ
た
り
、
渋
滞
で
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
が
現
場
に
着
け
な
か

っ
た
」
と
い
っ
た
、
中
越
地

震
の
経
験
を
教
訓
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

バ
イ
ク
調
査
隊
は
、
自
動

二
輪
車
の
機
動
性
を
活
か
し

て
活
動
し
ま
す
。
能
登
半
島

地
震
や
中
越
沖
地
震
で
出
動

し
て
お
り
、
国
道
の
被
害
状

況
を
把
握
し
た
ほ
か
、
渋
滞

箇
所
を
調
査
し
た
り
、
県
の

要
請
を
受
け
て
迂
回
路
の
状

態
を
確
認
す
る
な
ど
、
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

過
去
の
経
験
に
学
ん
だ
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
う
一

つ
。
中
越
地
震
で
は
「
道
の

駅
」
が
道
路
情
報
の
発
信
場

所
や
、
被
災
者
の
一
時
的
な

避
難
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
し
た
。
近
年
は
、
断
水
時

に
も
使
用
で
き
る
防
災
ト
イ

レ
や
自
家
発
電
機
を
備
え
た

「
道
の
駅
」
も
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
危
機
管
理
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
地
震
防
災
研
究
室
長
・

高
宮
進
）

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」駆
使

G空間社会をつくる

■
地
震
災
害
に
備
え
る
■

対策の打ち合わせにも様

々な地図が欠かせない

災
害
対
応
状
況
を
地
図
に

「バイク調査隊」
被害状況把握 迅速に

「道の駅」防災機能を整備

中越沖地震でも活躍

出典：「新潟県中越沖地震対応における地図作成班の活動（H２１．３）」

（京都大学防災研究所・新潟大学災害復興科学センター 報告書）

産官学の連携

バイク調査隊による被

害調査＝北陸地方整備局

提供道の駅「万葉の里

高岡」の防災トイレ。

断水時は、ハンマーで陶

器製便器を打ち抜き、く

み取り式へと変身＝北陸

地方整備局作成資料から

引用

中
越
沖
地
震
で
は
、
陥
没
な
ど
で
各
所
の
道
路
が
寸
断
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調
査
団
は
土
木
学
会
と
日

本
地
震
工
学
会
、
地
盤
工
学

会
、
日
本
建
築
学
会
の
４
学

会
が
協
同
で
専
門
家
を
派

遣
。
調
査
団
の
一
人
、
国
交

省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
危
機
管
理
技
術
セ
ン
タ
ー

の
運
上
茂
樹
地
震
災
害
研
究

官
に
話
を
聞
い
た
。

運
上
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
被

害
の
特
徴
は
落
橋
と
津
波
被

害
だ
が
、
震
源
か
ら
３
０
０

㌔
以
上
離
れ
た
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
で
も
大
き
な
揺
れ
を
観
測

し
落
橋
被
害
が
生
じ
る
な

ど
、
将
来
日
本
で
懸
念
さ
れ

る
南
海
地
震
、
東
南
海
地
震

な
ど
海
洋
性
巨
大
地
震
に
よ

り
広
域
的
に
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
被
害
へ
の
迅
速
な
対

応
を
考
え
る
教
訓
に
な
っ

た
。

落
橋
被
害
で
は
、
昔
造
ら

れ
た
橋
に
比
べ
、
最
近
造
ら

れ
た
橋
に
被
害
が
集
中
し
て

い
た
。
最
近
建
設
さ
れ
た
橋

で
は
、
路
面
を
支
え
る
桁
と

い
う
部
材
を
横
に
繋
い
で
一

体
性
を
高
め
る
横
桁
と
い
う

部
材
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
り
、
地
震
力
を
受
け
て

桁
が
横
方
向
に
移
動
す
る
こ

と
を
拘
束
す
る
移
動
制
限
機

構
が
省
略
さ
れ
て
い
た
。
も

と
も
と
チ
リ
で
も
横
桁
や
移

動
制
限
機
構
が
設
け
ら
れ
て

い
た
が
、
建
設
・
維
持
の
民

間
委
託
が
進
む
中
、
建
設
の

容
易
さ
と
コ
ス
ト
縮
減
の
た

め
単
純
化
さ
れ
た
構
造
が
採

用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
被
害

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

こ
の
地
震
で
津
波
が
日
本

に
も
到
達
し
た
の
は
記
憶
に

新
し
い
。
調
査
報
告
書
に
よ

れ
ば
チ
リ
沿
岸
の
被
災
地
に

は
平
均
５
～
８
㍍
の
津
波
が

押
し
寄
せ
た
。
最
高
は
ビ
ル

１０
階
に
相
当
す
る
２８
㍍
に
達

し
、
河
川
を
遡
上
し
た
津
波

は
約
６
㌔
上
流
で
も
６
㍍
に

達
し
て
い
た
。

堤
防
の
有
無
が
被
害
の
明

暗
を
大
き
く
分
け
た
こ
と
も

分
か
っ
た
。
７
㍍
の
堤
防
が

あ
っ
た
地
区
は
被
害
が
無
か

っ
た
の
に
、
最
高
で
も
６
㍍

の
砂
丘
し
か
な
か
っ
た
地
区

は
、
家
屋
が
ほ
ぼ
完
全
に
崩

壊
し
て
い
た
。

運
上
さ
ん
は
、
今
回
の
地

震
で
は
５
０
０
人
を
超
え
る

方
が
亡
く
な
り
、
そ
の
多
く

が
津
波
に
よ
る
も
の
で
、
地

震
直
後
の
警
報
、
避
難
が
い

か
に
重
要
か
が
改
め
て
認
識

さ
れ
た
、
と
指
摘
す
る
。

落
橋
防
止
対
策
は
、
日
本

で
は
１
９
６
４
年
の
新
潟
地

震
の
被
害
経
験
を
踏
ま
え
、

世
界
に
先
駆
け
て
落
橋
防
止

構
造
が
考
案
さ
れ
、
以
来
規

定
が
強
化
さ
れ
て
き
た
歴
史

が
あ
る
。
落
橋
防
止
構
造
と

は
、
大
地
震
時
に
横
桁
に
大

き
な
移
動
が
生
じ
て
も
落
橋

が
生
じ
に
く
い
よ
う
、
橋
桁

と
橋
脚
な
ど
を
連
結
し
て
お

く
特
別
な
構
造
を
い
う
。
チ

リ
政
府
の
公
共
事
業
省
は
今

回
の
被
害
状
況
を
受
け
て
７

月
、
道
路
橋
の
耐
震
設
計
基

準
を
改
定
、
強
化
し
た
。

改
定
し
た
規
定
は
日
本
の

基
準
を
そ
っ
く
り
採
用
し
た

も
の
だ
。
調
査
団
と
の
技
術

的
な
討
議
を
通
じ
、
震
災
経

験
を
踏
ま
え
た
日
本
の
橋
梁

の
耐
震
技
術
に
対
す
る
高
い

信
頼
感
が
生
ま
れ
た
か
ら
、

と
考
え
ら
れ
る
。

運
上
さ
ん
は
「
技
術
輸
出

を
通
し
て
国
際
貢
献
す
る
に

は
、
そ
の
国
で
必
要
と
す
る

技
術
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
で
き

る
よ
う
、
よ
り
合
理
的
・
普

遍
的
な
技
術
開
発
に
努
め
る

と
同
時
に
、
広
く
い
ろ
い
ろ

な
国
の
技
術
者
と
連
携
し
、

信
頼
関
係
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
」
と
話
し
て
い

る
。

９
月
の
半
ば
、
た
ま
た
ま
昼
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
松

山
の
道
後
温
泉
の
話
が
出
て
い

た
。夏

目
漱
石
の
坊
ち
ゃ
ん
や
、
司

馬
遼
太
郎
の
坂
の
上
の
雲
の
秋
山

兄
弟
で
有
名
な
、
愛
媛
県
松
山
市

は
四
国
四
県
の
な
か
で
人
口
も
一

番
大
き
い
市
だ
が
、
城
下
町
で
も

あ
り
、
温
泉
も
あ
り
な
か
な
か
面

白
い
都
市
だ
。
し
か
も
、
松
山
駅

か
ら
道
後
温
泉
ま
で
市
街
電
車
が

通
っ
て
い
る
の
も
う
れ
し
い
こ
と

だ
。道

後
温
泉
に
は
、
も
ち
ろ
ん
旅

館
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
多
く
の

人
は
共
同
湯
で
あ
る
道
後
温
泉
本

館
に
入
り
に
行
く
。
温
泉
本
館
は

明
治
２７
年
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う

三
層
の
風
格
の
あ
る
建
物
で
、
ま

さ
に
道
後
温
泉
の
象
徴
だ
。

そ
こ
に
は
神
の
湯
と
霊
の
湯
の

二
つ
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
お
湯
は

同
じ
だ
と
思
う
が
、
着
替
え
の
控

え
室
や
茶
菓
、
浴
衣
の
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
ち
が
い
で
霊
の
湯
の
方
が

や
や
高
い
。
私
は
せ
っ
か
く
だ
か

ら
と
霊
の
湯
の
ほ
う
を
選
択
し
た

が
、
こ
れ
は
趣
味
の
問
題
だ
。

普
通
の
温
泉
地
で
は
温
泉
旅
館

に
泊
ま
る
の
が
当
た
り
前
だ
が
、

私
は
温
泉
本
館
の
お
湯
に
入
る
の

が
目
的
で
、
ま
た
一
人
旅
で
も
あ

り
温
泉
の
後
は
市
内
の
ホ
テ
ル
に

泊
ま
っ
た
。

松
山
市
内
で
は
、
他
に
も
松
山

城
や
、
坊
ち
ゃ
ん
や
坂
の
上
の
雲

ゆ
か
り
の
施
設
な
ど
、
見
る
べ
き

も
の
は
少
な
く
な
い
が
、
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
は
松
山
か
ら
車
で
１

時
間
た
ら
ず
の
と
こ
ろ
に
あ
る
内

子
町
と
い
う
町
だ
。

大
正
時
代
に
木
蝋
や
生
糸
で
財

を
な
し
、
現
在
も
そ
の
当
時
の
建

物
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、
伝
統
的

建
造
物
保
存
地
区
と
し
て
木
蝋
と

白
壁
の
ま
ち
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
特
に
有
名
な
の
は
内
子
座
と

い
う
歌
舞
伎
の
劇
場
で
、
大
正
天

皇
の
即
位
を
祝
っ
て
建
設
さ
れ
た

も
の
が
、
昭
和
６０
年
に
復
元
さ
れ

て
劇
場
と
し
て
再
出
発
し
た
こ
と

だ
。私

は
そ
の
し
ば
ら
く
後
に
国
土

庁
勤
務
と
な
り
、
大
き
な
話
題
と

な
っ
て
い
た
の
で
訪
ね
て
行
き
、

小
さ
な
町
で
も
大
き
な
こ
と
が
出

来
る
の
だ
と
感
心
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。

考
え
て
み
る
と
、
地
域
づ
く
り

全
般
に
お
い
て
も
元
気
が
良
か
っ

た
の
は
こ
の
頃
ま
で
で
、
１
９
９

０
年
代
以
降
は
日
本
経
済
全
体
も

そ
う
だ
が
、
勢
い
が
弱
く
な
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

南米チリは日本と同等以上に地震活動が活発な国だ。今年２月、首都サンティアゴに

次ぐ第２の都市コンセプション近くの太平洋岸を震源地とするＭ８・８の大地震が発生し

た。�土木学会は調査団を派遣し現地調査をしたが、調査団とチリ政府の公共事業省と

の間で技術的な情報交換や討議をしたのがきっかけで、チリの新しい橋梁の耐震基準に

日本で開発された落橋防止構造という耐震技術が取り入れられることになった。

「
道
の
駅
」
が
「
防
災
拠

点
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
の
は
、
６
年
前

の
新
潟
県
中
越
地
震
の
時
で

あ
る
。
地
震
直
後
か
ら
小
千

谷
市
や
川
口
町
な
ど
６
カ
所

の
「
道
の
駅
」
に
は
、
道
路

状
況
な
ど
の
情
報
を
求
め
る

人
た
ち
が
集
ま
り
、
そ
の
ま

ま
避
難
所
や
支
援
施
設
に
利

用
さ
れ
た
。

「
ク
ロ
ス
１０
十
日
町
」
は

炊
き
出
し
を
し
た
り
、
駐
車

場
に
仮
設
住
宅
を
建
設
。「
あ

ぐ
り
の
里
越
後
川
口
」
や「
ち

ぢ
み
の
里
お
ぢ
や
」
な
ど
は

自
ら
被
災
し
な
が
ら
も
避
難

場
所
と
な
り
、
温
浴
施
設
の

あ
る
道
の
駅
は
、
温
泉
を
無

料
開
放
も
し
た
。
道
路
の
寸

断
で
、
身
動
き
の
取
れ
な
い

利
用
者
に
は
、
復
旧
情
報
な

ど
も
提
供
、
喜
ば
れ
た
。

こ
う
し
た
道
の
駅
の
災
害

時
の
機
能
は
、
そ
の
後
の
岩

手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
も

「
路
里
田
は
な
や
ま
」
や「
厳

美
渓
」
な
ど
で
同
じ
よ
う
に

発
揮
さ
れ
た
。

道
の
駅
の
防
災
機
能
が
脚

光
を
浴
び
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
国
や
自
治
体
は
連
携
し

て
道
の
駅
の
防
災
拠
点
化
を

順
次
進
め
、
推
進
す
る
動
き

が
加
速
し
て
い
っ
た
。

防
災
拠
点
化
し
た
道
の
駅

に
は
、
避
難
施
設
や
情
報
提

供
施
設
、
備
蓄
倉
庫
や
非
常

用
ト
イ
レ
、
自
家
発
電
や
非

常
用
電
源
装
置
、
貯
水
槽
や

井
戸
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、
自
治
体
は
災
害
時

に
備
え
、
管
内
の
道
の
駅
と

「
災
害
時
協
力
協
定
」
を
結

ぶ
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。

い
ざ
と
い
う
時
、
店
頭
や
倉

庫
に
あ
る
食
糧
や
水
、
野
菜

な
ど
を
救
援
物
資
と
し
て
提

供
し
、
利
用
客
や
周
辺
住
民

へ
の
災
害
情
報
を
発
信
す
る

役
目
を
務
め
て
も
ら
う
、
な

ど
の
協
力
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。

１０
月
末
ま
で
香
川
県
の
直

島
、
小
豆
島
な
ど
瀬
戸
内
海

の
７
つ
の
島
々
と
高
松
港
を

舞
台
に
開
か
れ
た
現
代
ア
ー

ト
の
祭
典
「
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
１
０
」
が
大
好
評

で
し
た
。
来
場
者
は
目
標
の

３０
万
人
を
大
幅
に
超
え
７０
万

人
近
く
に
達
し
ま
し
た
。
日

頃
は
静
か
で
閑
散
と
す
る
各

島
内
に
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
は

じ
め
多
く
の
人
々
が
海
外
か

ら
も
出
品
さ
れ
た
芸
術
作
品

を
見
に
訪
れ
ま
し
た
。
我
が

国
で
い
ち
早
く
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
た
瀬
戸
内
海
。
美

し
い
海
に
浮
か
ぶ
島
々
は
そ

れ
ぞ
れ
個
性
を
持
ち
、
独
特

の
自
然
や
暮
ら
し
、
文
化
を

持
っ
て
い
ま
す
。
夕
陽
と
マ

ッ
チ
し
た
遠
景
美
は
も
と
よ

り
、
島
に
上
陸
し
て
見
る
近

景
美
も
独
特
の
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。

島
で
あ
る
こ
と
で
独
自
文

化
を
創
出
し
、
簡
単
に
は
行

け
な
い
た
め
、
他
の
文
化
と

の
交
流
が
閉
ざ
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
現
代
ア
ー
ト

が
加
え
ら
れ
、
訪
れ
る
人
々

は
非
日
常
的
で
、
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

祭
典
を
支
え
た
の
が
島
々

を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
で
す
。
日

頃
は
島
民
の
生
活
を
支
え
て

い
ま
す
が
、
祭
典
で
は
島
々

を
廻
る
「
海
の
道
」
で
す
。

島
が
橋
で
繋
が
れ

ば
、
文
化
の
交
流

が
起
き
独
特
の
文

化
が
希
薄
に
な
り

ま
す
。
で
も
車
で

廻
る
と
半
日
で
行

け
る
と
こ
ろ
が
、

フ
ェ
リ
ー
だ
と
１

～
２
日
か
か
り
、

時
間
的
に
は
非
効

率
で
す
。

し
か
し
、
ゆ
っ

た
り
と
波
間
や
島

影
を
見
な
が
ら
過

ご
し
、
島
に
上
陸

す
れ
ば
独
特
の
文

化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

時
間
は
、
お
金
で
は
買
え
な

い
至
宝
の
時
で
す
。
瀬
戸
内

の
島
め
ぐ
り
に
限
ら
ず
、
世

界
一
周
ク
ル
ー
ズ
で
も
同
様

で
す
。
時
速
８
０
０
㌔
の
ジ

ェ
ッ
ト
機
の
十
分
の
一
以
下

の
速
度
の
大
型
客
船
で
約
１

０
０
日
間
を

か
け
、
ゆ
っ

た
り
世
界
一

周
を
楽
し
む

人
々
が
増
え

て
い
ま
す
。

動
く
豪
華
ホ

テ
ル
の
旅
。

時
間
を
か
け

て
廻
る
こ
と

で
、
異
国
の

文
化
の
違
い

を
じ
っ
く
り

味
わ
い
、
そ

れ
に
溶
け
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

０８
年
の
統
計
で
は
、
わ
が

国
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
年
間
１９

万
人
に
対
し
、
米
国
９
４
０

万
人
、
英
国
１
５
０
万
人
、

ド
イ
ツ
９１
万
人
で
、
日
本
は

海
洋
国
と
言
い
な
が
ら
ク
ル

ー
ズ
後
進
国
で
す
。
う
ち
８

万
人
以
上
の
日
本
人
は
、
飛

行
機
で
海
外
に
行
き
、
そ
こ

で
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

つ
ま
り
日
本
沿
岸
域
で
の

ク
ル
ー
ズ
人
口
の
少
な
さ
を

意
味
し
て
お
り
、
四
方
を
海

で
囲
ま
れ
な
が
ら
、
そ
の
良

さ
を
満
喫
し
て
い
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
回
芸
術
祭

が
開
催
さ
れ
た
瀬
戸
内
海

は
、
内
湾
で
多
島
美
を
誇

り
、
独
特
な
文
化
を
有
し
、

新
鮮
な
魚
介
類
を
楽
し
め
る

ク
ル
ー
ズ
エ
リ
ア
と
し
て
十

分
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
ち

な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
未
開
発

な
部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
。

高
速
で
の
移
動
に
慣
れ
た

現
代
社
会
で
は
、
海
の
道
を

廻
る
と
忘
れ
か
け
た
別
の
時

間
価
値
を
再
発
見
で
き
ま

す
。
移
動
の
高
速
化
は
、
市

場
経
済
で
は
不
可
欠
な
要
素

で
す
が
、
人
間
に
と
っ
て
は

時
と
し
て
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
の

点
、
ク
ル
ー
ズ
は
人
間
に
身

の
丈
に
あ
っ
た
時
間
価
値
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

ク
ル
ー
ズ
が
観
光
立
国
へ

の
促
進
剤
に
な
り
、
悩
め
る

人
々
が
多
い
現
代
社
会
に
精

神
の
安
定
剤
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。
瀬
戸
内
に
昇

る
朝
陽
と
島
影
に
沈
む
夕
陽

の
「
光
」
を
ゆ
っ
た
り
し
た

気
分
で
「
観
」
る
。
ま
さ
し

く
「
観
光
」そ
の
も
の
で
す
。

�
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

・
八
尋
明
彦

現
地
調
査

日
本
に
も
教
訓

海
上
ク
ル
ー
ズ

日本の耐震設計技術採用

海
の
道

（５）

身の丈にあった時間価値

技
術
輸
出
で
世
界
と
連
携

落橋被害（チリ政府公共事業省提供）

チリ地震後

「
道
の
駅
」防
災
機
能

震
災
で
脚
光

国
・
自
治
体
と
連
携
加
速

国民生活センター顧問

糠谷 真平

坊
ち
ゃ
ん
の
ま
ち
松
山

瀬
戸
内
海
の
島
々
を
航
行
す
る
船

（
香
川
県
広
報
公
聴
課
提
供
）
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茨
城
県
・
筑
波
山

麓
で
１０
月
１１
日
、
筑

波
山
神
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
地
球
の
緑
を
育

て
る
会
な
ど
で
つ
く

る
筑
波
山
水
源
の
森

づ
く
り
実
行
委
員
会

主
催
の
第
７
回
植
樹

祭
が
開
か
れ
た
。

筑
波
山
は
「
全
国

緑
化
事
業
発
祥
（
昭

和
９
年
）
の
地
」
で

あ
り
、
北
西
麓
の
桜

川
市
に
記
念
碑
も
あ

る
。
植
樹
祭
の
舞
台

は
筑
波
山
神
社
南
西

麓
だ
。
山
中
の
荒
廃

し
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
、
マ
ツ
、
雑
木
な
ど
針
葉

樹
林
の
水
源
涵
養
林
と
生
態

系
に
か
な
っ
た
複
層
林
の
再

生
が
目
的
で
、
約
１
０
０
０

平
方
㍍
に
２
５
０
０
本
を
植

栽
し
た
。

同
実
行
委
は
こ
れ
ま
で
に

延
べ
２
０
０
０
人
以
上
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
に
シ
イ
、

タ
ブ
ノ
キ
、
カ
シ
な
ど
１７
種

２
万
本
以
上
を
植
樹
し
て
き

た
。
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
毎
週
日
曜
日
、
３０
年
間
無

間
伐
で
育
ち
の
悪
い
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
な
ど
を
間
伐

し
て
土
留
め
に
使
い
、
６
０

０
０
平
方
㍍
の
植
栽
地
を
造

成
。
９８
％
以
上
が
活
着
し
て

す
く
す
く
育
っ
て
い
る
。

植
樹
の
後
、
午
後
は
同
神

社
拝
殿
で
「
こ
れ
か
ら
の
森

林
再
生
を
ど
う
す
る
か
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
。
「
鎮
守
の
森
」

の
著
書
も
あ
る
宮
脇
昭
横
浜

国
大
名
誉
教
授
、
島

田
泰
助
前
林
野
庁
長

官
、
岸
井
成
格
毎
日

新
聞
主
筆
、
村
上
和

雄
筑
波
大
名
誉
教

授
、
青
木
正
篤
国
土

緑
化
推
進
機
構
常
務

の
５
人
が
パ
ネ
ラ
ー

を
務
め
、
経
験
な
ど

を
も
と
に
、
緑
や
環

境
、
国
土
保
全
の
重

要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。中

で
も
�
国
際
生

態
学
セ
ン
タ
ー
所
長

と
し
て
国
際
的
に
も

知
名
度
の
高
い
宮
脇

名
誉
教
授
は
、
現
場

第
一
主
義
を
貫
き
国
内
外
１

６
０
０
カ
所
に
も
及
ぶ
植
樹

を
実
践
し
て
き
た
第
一
人

者
。
そ
の
土
地
に
最
も
合
っ

た
主
木
（
主
に
照
葉
樹
）
を

複
数
選
ん
で
混
植
、
密
植
す

る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
樹

木
が
異
な
っ
た
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
植
生
が
回
復
さ

れ
る
宮
脇
方
式
の
提
唱
者

だ
。
ま
さ
に
「
故
郷
の
森
」

の
再
生
で
あ
り
、
鎮
守
の
森

復
活
に
つ
な
が
る
。
「
世
界

一
木
を
植
え
た
人
」
と
し
て

知
ら
れ
る
だ
け
に
、
参
加
者

は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い

た
。日

本
で
照
葉
樹
林
が
残
る

の
は
鎮
守
の
森
だ
っ
た
が
、

都
市
化
の
進
展
で
全
国
的
に

次
々
に
姿
を
消
し
て
い

る
。
鎮
守
の
森
は
、
平

時
は
人
々
の
憩
い
の

場
、
緊
急
時
は
避
難
場

所
と
し
て
機
能
し
て
い

た
。
高
台
に
あ
っ
て
洪

水
や
水
害
に
強
く
、
根

を
張
っ
た
樹
木
や
竹
や

ぶ
で
守
ら
れ
た
大
地

は
、
土
砂
崩
れ
や
地
震

に
強
い
。
木
は
火
よ
け

に
も
な
り
備
蓄
食
糧
で

自
給
で
き
る
。
避
難
民

は
そ
こ
で
正
確
な
情
報

が
得
ら
れ
、
情
報
発
信

基
地
に
も
な
っ
た
。

「
新
・
鎮
守
の
森
」

も
普
段
は
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
公
園
的
役

割
を
果
た
し
、
緊
急
時
は
避

難
場
所
、
防
災
拠
点
に
な

る
。
そ
の
土
地
、
そ
の
気
候

に
あ
っ
た
樹
木
が
茂
る
故
郷

の
森
を
再
生
さ
せ
る
の
が

「
新
・
鎮
守
の
森
構
想
」だ
。

地
域
振
興
・
地
域
連
携
を

目
指
す
「
道
の
駅
」
は
「
新

・
鎮
守
の
森
構
想
」
の
舞
台

に
ふ
さ
わ
し
い
。
今
こ
そ
、

鎮
守
の
森
を
甦
ら
せ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

里山の荒廃とともに激減した鎮守の森。地球

環境が様々に悪化する中、食糧と情報、自然災

害やエネルギー、環境維持を組み合わせた国土

保全の核として「道の駅」を「新・鎮守の森」

に活用しようという構想が進んでおり、防災拠

点化された道の駅は着実に増えている。地震や

集中豪雨のたびに山が崩れ、道路が寸断される

被害が繰り返されるのは宿命的でもある日本。

ＣＯ２削減効果だけでなく、緑の保水力や根の

張りがこうした被害を少しでも軽減する役に立

つ。山を護り緑を増やす運動は、全国的に広が

っている。

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院

は
、
地
震
や
水
害
な
ど
の
大

規
模
災
害
時
に
は
災
害
対
策

基
本
法
に
基
づ
き
、
被
災
地

域
の
地
図
や
被
災
状
況
デ
ー

タ
を
、
政
府
や
自
治
体
の
災

害
対
策
本
部
に
提
供
す
る
な

ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
情
報

が
ど
の
よ
う
に
提
供
さ
れ
る

か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
な
ど
で
大
規
模
な
被

害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害

状
況
を
一
刻
も
早
く
把
握
し

て
避
難
や
救
急
救
助
、
復
旧

策
を
立
て
る
こ
と
が
何
よ
り

重
要
で
す
。
国
土
地
理
院

は
、
明
治
以
来
１
０
０
年
以

上
に
わ
た
り
作
成
し
て
き
た

２
万
５
０
０
０
分
の
１
地
形

図
な
ど
様
々
な
地
理
空
間
情

報
を
、
首
相
官
邸
は
じ
め
災

害
対
策
関
係
機
関
に
「
電
子

国
土
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
」
を

通
じ
オ
ン
ラ
イ
ン
や
印
刷
出

力
し
て
提
供
し
ま
す
。

平
成
２０
年
６
月
１４
日
午
前

８
時
４３
分
に
発
生
し
た
岩
手

・
宮
城
内
陸
地
震
で
は
、
４

分
後
に
院
内
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
、
９
時
２０
分
に

は
官
邸
や
内
閣
府
、
警
察
・

消
防
庁
な
ど
に
震
源
地
周
辺

地
図
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現
地
に

派
遣
し
た
調
査
班
か
ら
の
写

真
や
報
告
デ
ー
タ
、
保
有
す

る
測
量
用
航
空
機
「
く
に
か

ぜ
」
を
飛
ば
し
て
撮
影
し
た

写
真
を
地
図
に
重
ね
合
わ
せ

て
表
示
し
空
中
写
真
な
ど
か

ら
、
地
滑
り
や
土
石
流
が
ど

の
よ
う
に
発
生
し
被
害
を
与

え
た
か
詳
し
く
調
べ
情
報
提

供
し
ま
し
た
。

岩
手
県
栗
原
市
・
駒
の
湯

温
泉
を
襲
い
多
数
の
死
者
を

出
し
た
土
砂
崩
落
と
土
石
流

の
状
況
は
、
１８
日
午
後
２
時

に
公
表
し
ま
し
た
。
土
砂
崩

落
は
東
栗
駒
山
の
標
高
１
３

６
０
㍍
斜
面
で
発
生
。
長
さ

約
２
０
０
㍍
、
幅
約
３
０
０

㍍
、
厚
さ
約
３０
㍍
、
土
砂
量

約
１
５
０
万
立
方
㍍
（
東
京

ド
ー
ム
約
１
・
２
杯
分
）
が

高
低
差
１
９
０
㍍
の
斜
面
を

崩
落
し
た
後
土
石
流
と
な

り
、
標
高
差
約
８
０
０
㍍
の

沢
を
一
気
に
４
・
８
㌔
駆
け

下
り
駒
の
湯
温
泉
を
壊
滅
さ

せ
ま
し
た
。

大
き
な
水
害
の
場
合
も
同

様
に
被
害
状
況
が
提
供
さ
れ

ま
す
が
、
大
雨
か
ら
河
川
は

ん
ら
ん
、
堤
防
決
壊
、
人
家

な
ど
の
被
災
ま
で
は
多
少
時

間
的
余
裕
が
あ
る
の
で
、
こ

う
し
た
情
報
を
避
難
や
救
急

救
助
に
活
用
で
き
ま
す
。

最
近
は
自
治
体
な
ど
で
洪

水
が
起
こ
っ
た
際
の
想
定
浸

水
深
や
避
難
所
の
位
置
な
ど

を
地
図
に
表
し
た
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
住
民
に

配
布
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
国
土

地
理
院
が
作
成
し
た
地
形
分

類
・
地
盤
高
線
・
防
災
関
連

施
設
な
ど
を
表
示
し
た
土
地

条
件
図
を
利
用
し
て
い
ま

す
。昭

和
３４
年
の
伊
勢
湾
台
風

に
よ
る
高
潮
洪
水
を
機
に
、

低
地
の
地
形
分
類
が
洪
水
の

予
測
に
役
立
つ
こ
と
が
分
か

っ
て
作
成
を
始
め
た
も
の
で

す
。平

成
１６
年
７
月
の
梅
雨
前

線
に
よ
る
新
潟
豪
雨
災
害
で

は
、
新
潟
県
三
条
市
の
信
濃

川
支
流
、
五
十
嵐
川
の
破
堤

に
よ
る
は
ん
ら
ん
水
は
水
は

け
の
悪
い
後
背
低
地
に
た
ま

り
、
こ
れ
が
溢
れ
て
下
流
に

流
れ
出
た
こ
と
が
空
中
写
真

で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
Ｈ
Ｐ
で
公
開

土
地
条
件
図
は
国
土
地
理

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
低
地
の
地
形

分
類
な
ど
を
調
べ
た
う
え
で

各
市
町
村
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
見
る
と
、
ど
う
避
難
す

れ
ば
安
全
か
分
か
る
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

駒
の
湯
温
泉
を
襲
っ
た
土
石
流
の
情
報

「
道
の
駅
」防
災
拠
点
化
も
進
む

「故郷の森」再生目指す
緑化事業発祥・筑波山（茨城）で植樹祭

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
世
界
一
木
を
植
え
た
人
」の
声
に
耳
傾
け

明
治
以
来
の
地
理
デ
ー
タ
保
有

地形図など 災害復興に寄与
調査班を派遣 地震・水害 災害情報 提供

多数のボランティアが参加

甦れ！鎮守の森
�

新
潟
豪
雨
災
害
の
浸
水
範
囲
∥
新
潟
県
三

条
市
金
子
新
田
、
朝
日
航
洋
（
株
）撮
影

筑
波
山
神
社
の
前
で
記
念
撮
影
す
る
参
加
者
た
ち
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「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
「
観
測

史
上
最
高
の
降
雨
量
」
な
ど

の
言
葉
が
し
き
り
に
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、
新
潟
県
中

越
地
震
や
岩
手
宮
城
内
陸
地

震
な
ど
の
活
断
層
型
直
下
地

震
も
頻
発
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
局
地
的
豪
雨
や
地
震
で

山
地
災
害
が
多
発
し
、
人
命

や
人
家
、
道
路
は
じ
め
守
り

育
て
た
森
林
に
も
大
き
な
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研

究
所
に
よ
れ
ば
、
森
林
に
は

本
来
、
表
層
崩
壊
防
止
機
能

が
あ
る
。
土
砂
流
出
に
役
立

つ
森
林
は
、
雨
が
落
ち
て
く

る
衝
撃
を
落
葉
や
森
林
が
受

け
止
め
て
や
わ
ら
げ
、
流
れ

る
水
の
速
度
を
抑
え
る
こ
と

で
、
土
壌
の
崩
壊
や
浸
食
を

防
ぐ
。
土
砂
や
水
が
急
激
に

流
れ
、
下
流
に
被
害
が
及
ぶ

の
を
防
ぐ
効
果
も
あ
る
。

ま
た
、
森
林
が
地
下
に
根

を
張
り
巡
ら
せ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
効
果
も
あ
る
。
根
が

地
盤
内
に
あ
っ
て
、
杭
を
打

ち
込
ん
だ
よ
う
に
土
壌
や
地

盤
を
固
定
し
、
横
に
張
っ
た

根
は
地
表
に
網
を
か
ぶ
せ
た

よ
う
に
土
壌
を
縛
り
付
け
る

効
果
も
あ
る
。

し
か
し
、
樹
木
が
幼
い
う

ち
は
根
も
細
く
、
量
も
少
な

い
の
で
十
分
な
効
果
を
発
揮

す
る
に
は
約
２０
年
か
か
る
と

い
う
。
ま
た
、
生
育
が
悪
く

成
長
が
止
ま
っ
た
り
、
伐
採

で
切
株
に
な
る
と
根
は
腐

り
、
根
の
持
つ
崩
壊
防
止
機

能
は
衰
え
る
。
樹
木
の
種
類

で
異
な
る
が
、
根
が
消
失
す

る
ま
で
早
い
も
の
で
３
年
、

強
い
根
で
も
１０
年
ほ
ど
と
さ

れ
る
。
だ
か
ら
伐
採
地
の
表

層
崩
壊
は
伐
採
直
後
よ
り
１０

年
後
の
方
が
高
い
。

こ
う
し
た
樹
木
の
持
つ
機

能
は
、
土
地
の
条
件
に
あ
っ

た
樹
種
を
植
え
、
根
の
成
長

を
促
す
よ
う
適
切
に
管
理
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
。

同
研
究

所
は
荒
廃

地
の
緑
化

や
災
害
跡

地
の
復
旧

技

術

開

発
、
森
林

保
全
の
た

め
の
予
防

的
治
山
技

術

の

開

発
、
危
険

地
区
の
判

定
な
ど
を
研
究
し
て
お
り

「
山
地
災
害
防
止
シ
ス
テ
ム

の
確
立
」
「
気
候
変
動
に
対

応
し
た
山
地
防
災
力
の
向

上
」
な
ど
を
２
０
５
０
年
の

目
標
と
し
て
い
る
。

物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
、
ど

こ
へ
行
っ
て
何
を
し
て
も
「
山

野
愛
子
の
長
男
」
が
付
い
て
回

る
。
父
は
私
を
跡
継
ぎ
と
決
め

て
か
か
っ
て
い
る
し
、
自
分
の

人
生
の
レ
ー
ル
が
既
に
決
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
相
当
な
も
の
で
し
た
。
誰
も

自
分
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
こ

ろ
に
行
き
た
い
、
と
よ
く
思
っ

た
も
の
で
す
。

高
校
生
に
な
る
と
乗
馬
と
オ

ー
ト
バ
イ
に
熱
中
し
ま
し
た
。

乗
馬
は
い
い
と
し

て
、
制
服
を
脱
ぐ
と

当
時
日
本
に
数
台
し

か
な
か
っ
た
ハ
ー
レ

ー
で
街
中
を
ぶ
っ
飛

ば
す
ん
で
す
。
窮
屈

な
家
も
学
校
も
忘
れ

爽
快
で
ね
。
道
路
交

通
法
な
ど
な
い
時
代

で
し
た
が
、
ス
ピ
ー

ド
違
反
で
１
年
に
２９

回
も
捕
ま
り
、
さ
す
が
に
父
も

こ
の
先
こ
い
つ
は
ど
う
な
る
の

か
と
危
ぶ
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

お
前
ア
メ
リ
カ
に
行
く
か
、
と

切
り
出
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
映
画
で
見
て
あ

こ
が
れ
て
い
た
国
。
何
よ
り
父

か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
ず
っ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
一
も

二
も
な
く
飛
び
つ
き
ま
し
た
。

自
分
を
認
め
さ
せ
た
い
、
父
と

は
別
の
道
で
い
っ
ぱ
し
に
な
ろ

う
、
そ
ん
な
思
い
も
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
外
貨
の
持
ち
出
し

規
制
が
５
０
０
㌦
の
時
代
に
両

親
か
ら
こ
っ
そ
り
１
万
ド
ル
持

た
せ
て
も
ら
い
、
私
の
留
学
生

活
は
悠
々
と
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
は
ず
で
し
た
。

そ
の
金
の
大
部
分
を
数
日
で

だ
ま
し
取
ら
れ
、
講
義
も
英
語

が
わ
か
ら
ず
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ

ん
。
渡
米
１
週
間
で
孤
独
と
貧

困
に
陥
ろ
う
と
は
思
っ
て
も
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
悩
ん
で

い
る
暇
は
な
い
。
牛
の
片
脚
な

ど
ず
し
り
と
重
い
食
用
肉
を
配

送
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
見
つ

け
、
午
前
中
は
外
国
人
向
け
の

英
会
話
学
校
に
通
い
始
め
ま
し

た
。
肉
体
的
に
は
き
つ
か
っ
た

け
れ
ど
、
こ
う
し
た
生
活
が
私

を
鍛
え
て
く
れ
た
。
目
標
が
定

ま
る
と
、
人
間
は
信
じ
ら
れ
な

い
力
を
発
揮
す
る
の
だ
と
身
を

も
っ
て
知
り
ま
し
た
。

２２
年
間
の
ア
メ
リ
カ
生
活
で

あ
る
人
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
と
い

う
単
語
の
最
初
の
Ｌ
は
ｌ
ｉ
ｖ

ｉ
ｎ
ｇ
（
生
き
て
い
る
）
、
最

後
の
ｅ
は
ｅ
ｎ
ｄ
。
生
ま
れ
て

か
ら
死
ぬ
ま
で
の
間
に
あ
る
の

は
ｉ
ｆ
。
つ
ま
り
、
人
生
は
ｉ

ｆ
（
も
し
か
し
た
ら
）
の
連
続

で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
人
間

に
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が
あ

り
、
そ
の
可
能
性
は
す
べ
て
選

択
し
た
結
果
の
連
続
だ
と
い
う

わ
け
で
す
。

私
が
留
学
し
働
い
た
時
代
は

す
べ
て
の
人
々
が
ア
メ
リ
カ
ン

ド
リ
ー
ム
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
も
全
米
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
保
険
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
な

り
永
住
権
を
持
つ
ま
で
は
ｉ
ｆ

の
可
能
性
を
信
じ
、
す
べ
て
自

分
の
努
力
で
成
し
遂
げ
た
の
だ

と
胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
。

現
在
の
世
界
は
、
い
か
に
可

能
性
を
信
じ
よ
う
と
雇
用
問
題

な
ど
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
の

は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
あ
き

ら
め
て
可
能
性
と
選
択
を
放
棄

し
て
し
ま
っ
た
ら
、
自
分
で
自

分
の
人
生
を
否
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
人
材
育
成
を
通

じ
、
厳
し
い
現
実
に
立
ち
向
か

う
力
を
若
い
人
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
防
ぐ
森
林

適
切
な
管
理
が
必
要

木曽路の鎮守の森

私の道

人
生
は
ｉ
ｆ
の
連
続
、可
能
性
を
信
じ
て

や
ま
の
・
ま
さ
よ
し

１
９
３
６
年
東
京
生
ま
れ
。
母
親
は
「
ど
ろ
ん
こ
美
容
」
で
一
世
を
風
靡

し
た
美
容
家
・
山
野
愛
子
（
９５
年
没
）。
学
習
院
大
学
を
米
国
留
学
の
た
め
に
中
退
。
ウ
ッ
ド
ベ
リ
ー

大
学
卒
業
（
経
済
学
名
誉
博
士
号
取
得
）
。
ミ
ュ
チ
ュ
ア
ル
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
命
保
険
会

社
で
全
米
契
約
数
２
位
を
３
年
連
続
で
獲
得
す
る
な
ど
活
躍
し
７７
年
に
帰
国
。
美
容
専
門
学
校
は
じ

め
４
校
を
運
営
す
る
。
日
系
３
世
の
妻
と
の
間
に
二
人
の
娘
が
お
り
山
野
愛
子
ジ
ェ
ー
ン
は
長
女
。

山
野
学
苑
理
事
長

山
野

正
義
さ
ん
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平
成
１７
年
７
月
に
政
府
が

と
り
ま
と
め
た
中
央
防
災
会

議
「
首
都
直
下
地
震
対
策
専

門
調
査
会
」
報
告
に
よ
る

と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク

ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震
が
今

後
３０
年
以
内
に
発
生
す
る
確

率
は
７０
％
程
度
と
推
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
地
震
に
よ
る

被
害
想
定
は
、
死
者
約
１
万

１
０
０
０
人
、
建
物
全
壊
と

火
災
焼
失
棟
数
約
８５
万
棟
、

経
済
被
害
額
は
間
接
被
害
を

含
め
約
１
１
２
兆
円
と
見
積

も
ら
れ
て
い
る
。

１５
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
東

海
地
震
及
び
東
南
海
・
南
海

地
震
の
被
害
想
定
を
み
て

も
、
［
東
海
地
震
］
死
者
約

７
９
０
０
～
９
２
０
０
人
、

建
物
全
壊
と
火
災
焼
失
棟
数

約
２６
万
棟
、
経
済
被
害
額
は

最
大
約
３７
兆
円
、
［
東
南
海

・
南
海
地
震
］
死
者
約
１
万

２
０
０
０
～
１
万
８
０
０
０

人
、
建
物
全
壊
と
火
災
焼
失

棟
数
約
３３
万
棟
～
３６
万
棟
、

経
済
被
害
額
は
最
大
約
５７
兆

円
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
東
海
地
震
の
想

定
震
源
域
で
は
概
ね
１
０
０

～
１
５
０
年
の
間
隔
で
大
規

模
な
地
震
が
発
生
し
て
い
る

が
、
直
近
の
安
政
東
海
地
震

（
１
８
５
４
年
）
以
降
、
既

に
１
５
０
年
以
上
大
地
震
が

発
生
し
て
い
な
い
た
め
、
い

つ
大
地
震
が
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
。

こ
れ
は
「
関
東
、
中
部
地

方
の
最
近
一
週
間
の
地
震
活

動
」
（
気
象
庁
デ
ー
タ
∥
１

面
参
照
）
を
見
れ
ば
一
目
瞭

然
で
、
こ
れ
だ
け

大
地
が
活
発
に
活

動
し
て
い
れ
ば
、

大
規
模
地
震
は
い

つ
発
生
し
て
も
い

い
と
い
え
る
。

も
う
一
つ
の
課

題
「
豪
雨
」
の
程

度
と
そ
の
影
響
は

ど
う
か
。
わ
が
国

は
、古
事
記
で「
豊

葦
原
瑞
穂
（
と
よ
あ
し
は
ら

み
づ
ほ
）
の
国
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
よ
う
に
、
歴
史
的
に

水
資
源
に
恵
ま
れ
た
国
土
環

境
に
あ
る
。
現
実
に
、
わ
が

国
で
は
平
均
的
に
年
間
約
１

７
０
０
㍉
の
雨
が
降
り
、
地

球
の
総
平
均
の
約
２
倍
も
の

年
間
降
雨
量
が
あ
る
。

そ
し
て
、
日
本
列
島
の
背

骨
に
あ
た
る
部
分
に
は
、
急

峻
な
脊
梁
山
脈
が
通
っ
て
お

り
、
そ
の
脊
梁
山
脈
か
ら
発

し
て
こ
の
幅
の
狭
い
本
州
を

脊
梁
山
脈
の
南
北
に
流
れ
分

け
て
い
る
た
め
、
河
川
は
き

わ
め
て
短
く
、
降
っ
た
雨
は

す
ぐ
に
海
に
出
て
し
ま
う
。

こ
の
た
め
、
洪
水
が
起
こ
る

時
は
一
気
に
大
量
に
水
が
流

れ
の
が
特
徴
で
あ
る
。

日
本
の
降
雨
は
、
梅
雨
末

期
と
台
風
期
に
集
中
し
て
降

る
と
い
う
特
性
を
持
ち
、
さ

ら
に
難
儀
な
こ
と
に
、
最
近

の
地
球
温
暖
化
は
、
降
雨
の

ゲ
リ
ラ
化
を
よ
り
顕
在
化
さ

せ
て
い
る
。
か
つ
て
観
測
さ

れ
な
か
っ
た
よ
う
な
一
時
間

に
１
０
０
㍉
か
ら
２
０
０
㍉

近
い
雨
が
い
ろ
ん
な
所
で
降

る
と
か
、
半
日
で
一
年
分
の

半
分
も
降
る
な
ど
の
豪
雨

が
、
最
近
の
洪
水
や
河
川
に

災
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
上
、
東
京
や
大
阪
な

ど
日
本
の
大
都
市
は
、
河
川

の
水
位
よ
り
低
い
と
こ
ろ
に

位
置
し
て
お
り
、
東
京
の
江

戸
川
や
荒
川
が
破
堤
し
た
時

は
、
東
京
は
下
町
を
中
心
に

多
く
の
地
域
が
浸
か
っ
て
し

ま
う
。
大
阪
で
も
淀
川
や
大

和
川
が
破
堤
す
れ
ば
、
大
阪

は
全
部
水
に
浸
か
る
こ
と
に

な
る
。

今
年
４
月
、
内
閣
府
が
設

置
し
た
「
大
規
模
水
害
対
策

に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
で

は
、
首
都
地
域
に
お
け
る
大

規
模
水
害
の
被
害

状
況
に
つ
い
て
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め

る
対
策
な
ど
を
検

討
し
、報
告
書「
首

都
圏
水
没
～
被
害

軽
減
の
た
め
に
取

る
べ
き
対
策
と
は

～
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
首
都
圏

で
過
去
最
大
規
模
（
昭
和
２２

年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
並

み
、
３
日
間
で
３
０
０
㍉
）

の
豪
雨
が
発
生
し
た
場
合
、

被
害
想
定
は
、
利
根
川
及
び

荒
川
の
決
壊
、
こ
れ
に
伴
う

イ
ン
フ
ラ
停
止
、
首
都
機
能

麻
痺
、
２
週
間
に
わ
た
る
大

規
模
な
浸
水
、
最
悪
で
死
者

約
６
３
０
０
人
、
孤
立
約
１

１
０
万
人
と
い
う
恐
ろ
し
い

結
果
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
は

大
規
模
地
震
と
大
規
模
水
害

と
常
に
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る

現
状
を
十
分
認
識
し
、
国
、

地
方
公
共
団
体
、
地
域
、
個

人
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
こ
う
し

た
発
生
し
う
る
事
態
に
対
し

て
日
頃
か
ら
備
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

本紙第２９号で、わが国は地震が頻発するプレート境界線上に位置

し、東京や大阪などの大都市はほぼ軟弱地盤上に位置しているのに

対し、私たちが競争相手としているヨーロッパのパリやベルリン、

ロンドンといった都市は、軟弱地盤上になく、そこでは地震も起き

ない、と説明した。今後わが国で発生が想定される大規模地震によ

って、どの程度の被害が生じると懸念されているのだろうか。

こ
の
夏
、
長
崎
か
ら
五
島

列
島
（
福
江
島
）に
渡
っ
た
。

沖
縄
に
も
勝
る
蒼
く
澄
ん
だ

海
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
教
会

群
。
そ
れ
が
五
島
の
魅
力

だ
。島

に
浮
か
ぶ
小
さ
な
教
会

を
「
環
境
」
に
配
慮
し
た
電

気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
で
楽
し

ん
で
も
ら
う
、
そ
ん
な
環
境

と
観
光
が
協
奏
す
る
実
証
実

験
事
業
が
今
年
４
月
か
ら
始

ま
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
約
１
０

０
台
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

地
図
を
広
げ
れ
ば
五
島
列

島
の
福
江
島
だ
け
で
も
、
国

道
３
８
４
号
を
取
り
巻
く
よ

う
に
約
２０
の
教
会
が
ひ
し
め

い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
現

在
、
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
小
さ

な
島
に
小
さ
な
Ｅ
Ｖ
で
小
さ

な
教
会
を
め
ぐ
る
旅
。
自
分

の
好
み
に
あ
っ
た
幾
つ
か
の

教
会
に
ゆ
っ
く
り
立
ち
寄

る
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス

で
進
む
の
が
Ｅ
Ｖ
に
と
っ
て

も
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

出
発
前
に
「
フ

ル
充
電
の
状
態
で

約
１
０
０
㌔
程
度

し
か
走
れ
ま
せ

ん
」
と
説
明
が
あ

り
、
こ
ま
め
な
給

電
を
勧
め
ら
れ

た
。
給
油
所
な
ら

ぬ
給
電
施
設
は
、

福
江
島
に
４
カ
所

あ
る
。
そ
の
一
つ

が
、
道
の
駅
「
遣

唐
使
ふ
る
さ
と
館
」
に
配
置

さ
れ
て
い
る
。

給
電
は
「
セ
ル
フ
」
。
キ

ャ
ッ
プ
口
を
開
け
、
や
や
ズ

ッ
シ
リ
と
重
量
感
の
あ
る
コ

ン
セ
ン
ト
を
挿
し
込
む
。「
急

速
充
電
」
と
い
う
約
８０
％
回

復
を
制
限
と
す
る
充
電
方
法

を
選
択
し
た
が
、
ガ
ス
欠
な

ら
ぬ
電
欠
寸
前
で
あ
れ
ば
４０

分
ほ
ど
充
電
時
間
が
か
か
っ

た
。都

会
の
生
活
で
４０
分
の
時

間
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
充
の
た

め
に
待
つ
こ
と
は
耐
え
切
れ

な
い
が
、
西
海
に
浮
か
ぶ
五

島
に
あ
っ
て
は
、
そ
ん
な
待

ち
時
間
も
休
息
を
兼
ね
て
ち

ょ
う
ど
よ
い
。
あ
た
か
も
充

電
時
間
は
、
か
つ
て
命
懸
け

で
大
陸
に
わ
た
っ
た
遣
唐
使

た
ち
の
風
待
ち
・
潮
待
ち
の

時
間
に
も
似
て
い
る
。

島
内
で
の
充
電
費
用
は
何

回
で
も
タ
ダ
だ
っ
た
。
そ
れ

も
、
実
証
実
験
事
業
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
て
、
勘
違
い
し

て
い
け
な
い
の
は
、
電
気
代

が
タ
ダ
、
つ
ま
り
環
境
に
配

慮
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

本
土
か
ら
送
ら
れ
て
い
る

電
気
の
源
は
、
ま
だ
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
は
な
い
。
し
か

し
、
将
来
構
想
と
し
て
本
土

の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
太
陽

光
発
電
所
が
建
設
さ
れ
、
併

せ
て
島
に
増
強
さ
れ
て
い
る

風
力
発
電
と
も
合
算
し
、
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
サ
イ
ク
ル
を
目
指
す
と

す
る
壮
大
な
計
画
が
あ
る
。

（
国
道
愛
好
家
・
松
波
成

行
）

大地の活動活発

わ
が
国
、

国
土
の
す
が
た

列島保全
への課題

電
気
自
動
車
で
小
さ
な
旅

五島列島

道
の
駅「
遣
唐
使
ふ
る
さ
と
館
」

④大規模地震と豪雨への備え

降雨はゲリラ化

甚
大
な
被
害
隣
り
合
わ
せ

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

五島の教会道の駅で給電

出典：内閣府資料「首都直下型地震対策について」
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防
災
問
題
や
、
森
林
活
用

問
題
を
積
極
的
に
報
じ
て
き

た
本
紙
も
こ
れ
に
呼
応
し
て

同
機
構
な
ど
と
連
携
し
、
道

の
駅
で
の
「
緑
の
募
金
」
活

動
や
防
災
教
室
な
ど
、

学
び
の
場
づ
く
り
を
実

施
す
る
「
道
の
駅
グ
リ

ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
今
夏
か
ら
本
格
的
に

展
開
し
始
め
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
８

月
、全
国
の「
道
の
駅
」

に
、
協
力
を
呼
び
か
け

る
文
書
を
送
り
、
駅
長

さ
ん
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
賛
同
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の

反
響
を
紹
介
す
る
。

呼
び
か
け
で
は
、
森
林
保

全
と
再
生
が
急
務
に
な
っ
て

い
る
現
状
を
訴
え
、
地
域
の

拠
点
と
し
て
急
速
に
全

国
に
広
が
る
道
の
駅
で

の
「
緑
の
募
金
」
活
動

の
展
開
が
大
き
な
力
に

な
る
と
考
え
て
、
各
道

の
駅
の
賛
同
と
協
力
を

お
願
い
し
た
。

具
体
的
に
は
、
道
の

駅
の
情
報
機
能
拡
充
に

も
役
立
つ
よ
う
に
と
、

本
紙
を
は
じ
め
周
辺
地

域
の
緑
に
関
す
る
情
報

や
募
金
の
使
途
に
つ
い

て
の
報
告
な
ど
も
ま
と
め
て

配
置
で
き
る
特
製
の
「
緑
の

募
金
箱
付
き
新
聞
ラ
ッ
ク
」

を
実
験
的
に
設
置
し
て
も
ら

え
る
か
ど
う
か
な
ど
、
ア
ン

ケ
ー
ト
方
式
で
お
尋
ね
し

た
。
こ
の
結
果
、
１０
月
２０
日

現
在
、
呼
び
か
け
文
を
送
っ

た
９
５
１
駅
の
４
割
近
い
３

５
５
駅
か
ら
回
答
を
い
た
だ

い
た
。
実
に
そ
の
７
割
弱
に

あ
た
る
２
３
３
駅
が
「
設
置

に
協
力
し
た
い
」
ま
た
は「
実

験
的
設
置
に
協
力
す
る
」
と

積
極
的
な
賛
同
、
支
持
を
表

明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

残
り
の
回
答
も
、
「
協
力

し
た
い
が
場
所
が
な
い
」
な

ど
、
趣
旨
に
は
賛
意
を
示
す

回
答
が
大
半
だ
っ
た
。
ま

た
、
設
置
す
る
だ
け
で
な
く

連
携
し
て
募
金
活
動
推
進
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
か
と

の
一
歩
踏
み
込
ん
だ
依
頼
に

も
、
「
実
験
的
に
」
も
含
め

１
９
９
駅
が
協
力
を
申
し
出

て
く
だ
さ
っ
た
。

「
場
所
が
な
い
か
ら
ラ
ッ

ク
は
設
置
で
き
な
い
」
と
い

う
駅
で
あ
っ
て
も
「
手
間
が

掛
か
ら
な
い
な
ら
協
力
し
て

も
よ
い
」
と
の
回
答
が
あ

り
、
こ
れ
ら
を
含
め
る
と
全

駅
の
３
割
近
い
計
２
７
４
駅

が
、
何
ら
か
の
形
で
募
金
活

動
の
推
進
に
賛
同
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

「
短
期
間
に
こ
ん
な
に
も

多
く
の
協
力
が
得
ら
れ
る
と

は
、
さ
す
が
に
地
域
振
興
の

け
ん
引
役
で
あ
る
道
の
駅
で

す
ね
」
と
同
機
構
も
驚
い
て

い
る
。

道
の
駅
側
も
意
欲
十
分

で
、
「
緑
の
募
金
箱
付
き
新

聞
ラ
ッ
ク
」
の
設
置
に
よ
る

情
報
発
信
機
能
の
強
化
や
、

環
境
問
題
に
貢
献
で
き
る
効

果
を
期
待
す
る
声
も
出
て
い

る
。本

紙
は
同
機
構
な
ど
と
連

携
し
て
、
順
次
道
の
駅
に「
緑

の
募
金
箱
付
き
新
聞
ラ
ッ
ク

の
設
置
を
進
め
る
方
針
で
、

１１
月
に
は
、
道
の
駅
「
ゆ
う

ひ
パ
ー
ク
浜
田
」
（
島
根

県
）
で
、
ラ
ッ
ク
の
贈
呈
式

を
予
定
し
て
い
る
。

世
界
で
も
有
数
の
豊
か
さ
を
誇
る
反
面
、
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
荒
廃
が
目
立
ち
始
め
て
い
る
日
本
の
森
林
。

社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構
は
、
そ
の
保
全
と
再
生
を
進
め
て
続
発
す
る
土
砂
災
害
か
ら
国
土
を
守
る
と
と
も
に
、
森
林

の
持
つ
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
力
を
高
め
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
貢
献
す
る
「
緑
の
募
金
」
活
動
の
盛
り
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

生
き
も
の
調
査
全
国
大
会

が
１１
月
３
日
、
秋
田
県
北
秋

田
市
で
開
催
さ
れ
る
。
１０
月

に
は
名
古
屋
で
生
物
多
様
性

条
約
第
１０
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１０
）
が
開
催
さ
れ

た
ば
か
り
で
、
今
後
、
生
物

多
様
性
に
つ
い
て
様
々
な
議

論
が
国
民
の
間
に
ひ
ろ
が
る

と
予
想
し
て
い
る
。

こ
の
大
会
は
そ
の
直
後
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
生
物
多

様
性
に
対
す
る
地
域
か
ら
の

取
り
組
み
に
対
し
て
一
石
を

投
ず
る
も
の
に
な
る
。

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
を
育

む
魚
道
や
江
を
設
置
し
、
生

き
も
の
調
査
を
し
な
が
ら
お

米
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
、

新
し
い
農
業
の
姿
を
国
民
に

問
い
か
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
産
業
政
策
の
隅

に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
第
１

次
産
業
が
、
実
は
生
物
多
様

性
の
価
値
転
換
の
最
先
端
を

行
く
、
と
い
う
こ
と
を
内
外

に
明
ら
か
に
す
る
大
会
な
の

だ
。生

物
多
様
性
の
本
質
は
、

人
間
を
中
心
と
し
た
現
在
の

価
値
体
系
そ
の
も
の
で
あ

り
、
地
球
は
種
の
相
互
依
存

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

と
い
う
、
地
球
の
原
則
を
意

識
し
て
行
動
す
る
こ
と
だ
。

し
か
し
、
「
絶
滅
危
惧
種

の
保
護
」
「
外
来
生
物
の
問

題
」
な
ど
、
生
物
多
様
性
を

取
り
巻
く
課
題
は
ま
さ
に
多

様
で
、
把
握
す
る
の
は
容
易

で
は
な
い
。

こ
の
大
会
は
、
生
物
多
様

性
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会

と
な
る
だ
ろ
う
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
生
物
多
様

性
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
b
a
s
c
.
j
p

）
を
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
原
耕
造
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生

物
多
様
性
農
業
支
援
セ
ン
タ

ー
理
事
長
）

▼「これを機に道の駅利用者の皆様が、周辺にある１万７００㌶と

いう日本最大級のブナ林保全などに関心を持っていただけたら

と思います」 （北海道島牧村の道の駅「よってけ！ 島牧」）

▼「観光にとって地域・環境は大切です。利用者とともに私たち

も道の駅の役割を考えていきたいから」

（山形県鶴岡市の道の駅「月山」）

▼「独自の緑化に取り組み、『ハナモモの森』をつくっています

ので」 （岐阜県中津川市の道の駅「きりら坂下」）

▼「緑を守る活動に協力したいから」

（和歌山県田辺市の道の駅「水の郷日高川龍游」）

社
団
法
人
日
本
道
路
建
設

業
協
会
中
国
支
部
（
中
村
満

治
支
部
長
）
は
１０
月
４
日
、

道
路
利
用
者
や
地
域
住
民
の

安
全
安
心
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
山
口
県
萩
市
の
道
の

駅
「
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が

わ
」
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
１
台
を
寄
贈

し
ま
し
た
。
萩
市
役
所
で
同

日
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
、「
ゆ

と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」
運

営
会
社
の
社
長
を
兼
ね
る
野

村
興
児
市
長
は
「
さ
っ
そ
く

今
日
か
ら
大
事
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
挨
拶
。

中
村
支
部
長
に
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。

協
会
と
会
員
企
業
は
平
成

１９
年
以
来
、
地
域
社
会
の
利

益
と
発
展
に
尽
力
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
・
環
境
貢
献
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
も
そ
の
一

環
で
、
道
の
駅
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

寄
贈
す
る
活
動
は
全
国
８
支

部
で
手
分
け
し
て
推
進
し
計

２３
カ
所
に
な
り
ま
し
た
。
協

会
は
今
後
も
全
国
の
道
の
駅

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
寄
贈
を
続
け
る

方
針
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
筋
梗
塞
な

ど
で
心
臓
が
突
然
け
い
れ
ん

を
起
こ
し
て
血
液
を
送
れ
な

く
な
っ
た
場
合
な
ど
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク

で
心
室
細

動
を
除
き

正
常
に
戻

す
装
置
で

す
。
心
臓

発
作
直
後

１
分
以
内

に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
え
ば

９０
％
の
人

が
助
か
る

も
の
の
、

１
分
遅
れ

る
ご
と
に

そ
の
確
率

は
１０
％
程

度
減
っ
て

い
く
と
い

わ
れ
ま
す
。

か
つ
て
は
医
師
以
外
の
操

作
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
１６
年
か
ら
一
般
市
民

で
も
緊
急
時
に
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
公
共
機
関
や

空
港
、
鉄
道
駅
な
ど
で
の
設

置
が
進
み
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
１
１
９
番
通
報
か
ら

救
急
車
到
着
ま
で
は
平
均
６

分
余
な
の
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
普
及

と
、
一
般
市
民
の
操
作
習
熟

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

◇

◇

Ａ
Ｅ
Ｄ
寄
贈
道
の
駅
は
次

の
通
り
。

マ
オ
イ
の
丘
公
園
、
ぐ
る
っ

と
パ
ノ
ラ
マ
美
幌
峠
（
北
海

道
）
／
石
鳥
谷
（
岩
手
）
／

三
本
木
（
宮
城
）
／
お
が
ち

（
秋
田
）
／
に
し
あ
い
ず（
福

島
）
／
お
か
べ
、
は
に
ゅ
う

（
埼
玉
）
／
や
ち
よ
、
と
み

う
ら
（
千
葉
）
／
豊
根
グ
リ

ー
ン
ポ
ー
ト
宮
嶋
、
伊
良
湖

ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト
（
愛

知
）
／
奥
熊
野
古
道
ほ
ん
ぐ

う
（
和
歌
山
）
／
東
近
江
市

あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス

テ
イ
シ
ョ
ン
（
滋
賀
）
／
神

話
の
里
白
う
さ
ぎ
（
鳥
取
）

／
ゆ
う
ひ
パ
ー

ク
浜
田
（

島

根
）
／
黒
井
山

グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
（
岡
山
）
／

よ
が
ん
す
白
竜

（
広
島
）
／
ゆ

と
り
パ
ー
ク
た

ま
が
わ
（

山

口
）
／
津
田
の

松
原
（
香
川
）

／
今
治
湯
ノ
浦

温
泉
（
愛
媛
）

／
許
田
、
豊
崎

（
沖
縄
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
寄
贈

地
域
の
安
全
に
尽
力

各
駅
か
ら
賛
同
の
声
続
々

緑の募金
防災教室

「道の駅」から寄せられた主な反響

地域へ学びの場 提供

第１回のラック贈呈式を予定している道の駅「ゆうひパーク

浜田」。伝統芸能・石見神楽の伝承にも力を注ぐ道の駅だ

普及と操作習熟を

新
し
い
農
業

問
い
か
け
る

生
き
も
の
調
査
全
国
大
会

秋
田

in

「道の駅グリーンプロジェクト」

募金箱付きラック設置を

田
ん
ぼ
に
水
が
無
い
と
き
に
生
き
も
の
が
逃
げ
込
む
「
江
」
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恒例の砂丘イリュージョンは１２月１１～２６日まで。砂丘入

口付近、巨大な砂山の「馬の背」をイルミネーションで彩

り、ロマンチックな光の空間を創造する＝写真⑪。

世界的なデジタルアーティスト長谷川章さんのデジタル

掛け軸も同時開催される。（中国道作用ＩＣからＲ９）

寒さと共にさえる空気、輝きを増す光。歴

史的建造物、庭園、自然景観などをライトア

ップさせるイベントが注目されている。昼と

は一味違う幻想的な世界を漆黒の闇に浮かび

あがらせる「光のファ

ンタジー１５選」を道の

駅から訪ねてみた。

小見出しは光のイベント、

所在地、最寄りの道の駅、駅

の電話番号の順。文末のカッ

コ内は、高速道路ＩＣから道

の駅に至る主なルート。

第３５回白と光の祭典おぢや風船一揆は来年２月２６、２７日

開催の予定。日本を代表する熱気球大会「日本海カップ・

クロスカントリー選手権」を兼ねている。

真っ白な雪野原を舞台にカラフルなバルーンが大空への

挑戦を続け、夜になると熱気球に照明がつき、幻想の世界

を作り上げる＝写真④。（関越道小千谷ＩＣからＲ１７）

同市五箇山の合掌造り集落は世界文化遺産。相倉集落（２

０棟）は１１月１８～２１日、菅沼集落（９棟）は来年２月６日

ライトアップされる＝写真。

相倉、菅沼集落のライトアップ当日は五箇山民謡「こき

りこ節」や「麦や節」が披露される。（東海北陸道五箇山

ＩＣからＲ１５６）

同市の瑠璃光寺五重塔（国宝）、サビエル記念聖堂は通

年でライトアップされ、観光のシンボルとなっている。

約５５０年前、山口在住の外国人宣教師らがクリスマスを

祝ったのが、日本のクリスマスの起源。地元では「日本の

クリスマスは山口から」イベントとして１１月２４日～１２月２５

日まで新亀山公園ふれあい広場周辺でライトアップをす

る。（中国道山口ＩＣから Ｒ３７６）

函館の冬を飾るのはクリスマスファンタジー。１２月１～

２５日まで海に浮かぶクリスマスツリーがイルミネーション

で飾られ、港函館の異国情緒を味わえる。

同市元町地区の函館ハリストス正教会、カトリック元町

教会、函館聖ヨハネ教会は通年でライトアップされてい
おとし べ

る。（道央道落部ＩＣからＲ２７８） 東京湾の入り口にあり観光ポイントになっている洲埼灯

台は、大正中期に建てられた海のまち館山のシンボル。

昼は富士山、天城、伊豆大島などを見ることができる。

夜にライトアップされると白亜の円形灯台が夜空に浮か

ぶ。（館山道富浦ＩＣから房総フラワーライン）

道の駅は、海浜公園のヤ・シィパークと、ごめん・なは

り線夜須駅に隣接しており、利用者にとっては便利な複合

施設。

施設内には４０本を超えるワシントンヤシがあり、道の駅

の目の前、海岸に向かって伸びるプロムナード沿いの高さ

１７㍍のヤシ１２本は、日没と共に赤・青・緑など６色のライ

トで南国ムードに染まる。イベント期間は１２月１日～１２月

３０日。（高知道南国ＩＣからＲ５５）

龍泉洞

湯畑ライトアップ

おぢや風船一揆

洲埼灯台

松本城

氷の搭と雪のオブジェ

五箇山合掌造り

兵主大社庭園

春から秋にかけ花が咲き誇り人々を魅了するが、冬季対

策として昨年から始めた久住高原光ファンタジーが大好

評。

発光ダイオードが音楽に合わせて色彩を変えながらキラ

キラと輝き、夜のお花畑を作り出し、昨年は３万人が訪れ

た。今年は１１月１３日～１２月２６日の期間を予定している。入

園料大人６００円、５歳から中学生３００円。（大分道九重ＩＣ

からＲ４０経由Ｒ４４２）

ひょう ず

同市五条の兵主大社庭園は、紅葉が見ごろとなる１１月１２

～１４日、１９～２３日にライトアップ（１８～２１時）される。同時
ゆ め

に拝殿前の参道では「未来あかり」のイベントも＝写真⑨。

この庭園は平安時代に作庭された国指定の名勝。池をめ

ぐる小道は苔の庭を縫って造られており、池に映る紅葉が

鮮やかな秋を演出する。ライトアップ期間中の入園料は大

人５００円、高大生３００円。（名神高速竜王ＩＣからＲ８）

龍泉洞は日本三大鍾乳洞のひとつ。全長は５０００㍍以上と

いわれ、地底湖がある。

昨年秋から始めた洞内の月宮殿と第１地底湖展望台のラ

イトアップ＝写真②＝が好評。来年１月から拡張工事に伴

い３カ月間、見学が出来なくなる。観覧料大人１０００円、小

中学生５００円。（東北道盛岡南ＩＣからＲ４５５）

厳冬期の阿蘇の見どころは草千里の樹氷、仙酔峡と古閑

の滝の氷柱。なかでも阿蘇カルデラ東壁にある古閑の滝は

落差１００㍍の女滝、同８０㍍の男滝が凍結し、氷の芸術品と

なる。

ライトアップは１～２月の土曜日を予定、仲良く並んだ

女滝、男滝が光り輝く。（九州道熊本ＩＣからＲ５７）

同市にある赤れんが倉庫群１２棟のうち、市政記念館、ま

いづる智恵蔵などは２年前から通年でライトアップされて

いる。

旧日本海軍の弾丸庫や小銃庫などだった倉庫はライトア

ップで明治の重厚さを倍増する。（舞鶴若狭道舞鶴西ＩＣ

からＲ１７５）

道の駅の名物イベント・氷の塔と雪のオブジェのライト

アップは１月下旬～２月上旬。

高さ１５㍍の足場をベースに氷点下１５、１６度の深夜、駅職

員が散水を続けて氷のタワーを作り上げる苦心の作。地元

有志が手造りした雪のオブジェも飾られる。（中部縦貫道

高山西ＩＣからＲ３６１）

戦国時代から４００年余りの風雪に耐える日本最古の城。

天守閣からは北アルプス常念岳などが遠望できる。

通年でライトアップされ、桜の季節には周辺にも広げら

れ、桜と天守閣が同時に楽しめる＝写真⑥。

城内の観覧料は大人６００円、小中学生３００円。（長野道松

本ＩＣからＲ１５８）

温泉街の中心にある湯畑は、草津のシンボル。毎分４０００

㍑の温泉が湧出、湯煙りを舞い上げている。

１１月２０～来年３月３１日まで湯畑周辺はイルミネーション

で飾られ、３月１０～１３日には湯畑内から特別ライトアッ

プ。刻々と変わる湯煙りをとらえようとカメラ片手の観光

客が詰め掛ける。（関越道渋川伊香保ＩＣからＲ２９２）

赤れんが倉庫群

砂丘

瑠璃光寺五重塔

ヤシの木

くじゅう花公園

古閑の滝

道
の
駅
８

初
版

１
０
月
２
７
日
１
９
時
０
２
分
４
５
秒
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Ｃ
版
Ｍ
版
Ｙ
版
親
版










竹田 ☎０９７４・６６・３５５３

仁保の郷 ☎０８３・９２９・０４８０

波野 ☎０９６７・２４・２３３１

やす ☎０８８７・５７・７１２２

神話の里白うさぎ ☎０８５７・５９・６７００

大分県竹田市

山口市

熊本県阿蘇市

高知県香南市

鳥取市

くじゅう花公園

古閑の滝

瑠璃光寺五重塔

ヤシの木

砂丘

１４

１２

１５

１３

１１

上平 ☎０７６３・６７・３１４１

舞鶴港とれとれセンター ☎０７７３・７５・６１２５

竜王かがみの里 ☎０７４８・５８・８７００

富山県南砺市

京都府舞鶴市

滋賀県野洲市

五箇山合掌造り

赤れんが倉庫群

兵主大社庭園

８

１０

９

ひだ朝日村 ☎０５７７・５５・３７７７

岐阜県高山市氷の塔と雪のオブジェ

１１

９

７

風穴の里 ☎０２６３・９４・２２００

長野県松本市

６

松本城６

２

４

南房パラダイス ☎０４７０・２８・１５１１

ちぢみの里おぢや ☎０２５８・８１・１７１７

新潟県小千谷市

千葉県館山市

１

おぢや風船一揆

はこだてクリスマス

ファンタジー

洲埼灯台

４

５

なとわ・えさん ☎０１３８・８５・４０１０

いわいずみ ☎０１９４・２２・４４３２

巨
大
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
、
カ
ナ

ダ
の
姉
妹
都
市
か
ら
贈
ら
れ
た
樅
の
木

を
使
っ
て
作
ら
れ
て
い
る

草津運動茶屋公園 ☎０２７９・８８・０８８１

群馬県草津町

北海道函館市

岩手県岩泉町

クリスマスファンタジー

湯畑ライトアップ

龍泉洞
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野
外
ス
テ
ー
ジ
、
遊
具
の

あ
る
芝
生
公
園
な
ど
と
と
も

に
、
６
棟
の
建
物
が
迎
え
て

く
れ
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
息
、
地

域
の
交
流
空
間
と
し
て
、
市

が
１
９
９
３
年
に
約
４
億
４

０
０
０
万
円
を
か
け
て
建
て

た
。
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
を

へ
て
、
い
ま
は
宿
毛
市
観
光

協
会
が
委
託
管
理
し
て
い

る
。総

合
案
内
の
管
理
棟
（
木

造
２
階
建
て
）
の
ほ
か
、
木

造
平
屋
の
展
示
棟
５
棟
に
は

六
つ
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て

い
る
。
観
光
案
内
所
に
は
だ

る
ま
夕
日
や
宿
毛
市
の
四
季

折
々
の
写
真
を
展
示
し
て
い

る
ほ
か
、
地
場
産
品
、
お
土

産
な
ど
の
紹
介
・
販
売
を
し

て
い
る
。
道
の
駅
と
し
て
は

珍
し
い
骨
と
う
品
屋
も
あ
り

古
美
術
、
古
布
、
ア
ン
テ
ー

ク
な
ど
を
並
べ
て
い
る
の
が

面
白
い
。

宿
毛
湾
で
と
れ
た
新
鮮
な

魚
介
類
が
味
わ
え
る
活
魚
セ

ン
タ
ー
に
は
、
思
わ
ず
足
が

向
い
て
し
ま
う
。
い
け
す
に

タ
イ
、ヒ
ラ
メ
、イ
セ
エ
ビ
が

泳
ぎ
、ツ
メ
タ
カ
、チ
ャ
ン
バ

ラ
ガ
イ
な
ど
の
貝
類
も
。
注

文
す
れ
ば
す
ぐ
調
理
し
て
く

れ
る
。
お
さ
し
み
、タ
タ
キ
、

浜
焼
き
な
ど
、
な
ん
で
も
ご

ざ
れ
。
夏
場
は
屋
外
テ
ー
ブ

ル
で
も
食
事
で
き
る
。

「
宿
毛
湾
で
採
取
す
る
サ

ン
ゴ
で
作
っ
た
ネ
ッ
ク
レ

ス
を
は
じ
め
、お
じ
ゃ
こ
、

ブ
ン
タ
ン
、
直
七
ポ
ン
酢

や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
小
夏
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
に
人
気
が
あ
り

ま
す
ね
」
と
駅
長
の
中
田
光

代
さ
ん
。

な
ん
と
い
っ
て
も
最
高
の

ご
ち
そ
う
は
、
宿
毛
湾
の
水

平
線
に
沈
む
「
だ
る
ま
夕

日
」
だ
ろ
う
。
冷
え
込
み
が

激
し
い
晴
れ
た
日
、
暖
か
い

黒
潮
の
流
れ
る
海
面
か
ら
の

ぼ
る
水
蒸
気
で
光
が
屈
折

し
、
海
面
に
も
太
陽
が
映
し

出
さ
れ
、
ま
る
で
ダ
ル
マ
が

顔
を
出
し
て
い
る
よ
う
。
一

種
の
蜃
気
楼
現
象
ら
し
い
。

冬
の
風
物
詩
だ
。
地
球
が
丸

い
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
そ

の
シ
ー
ズ
ン
は
こ
れ
か
ら
。

「
夕
日
フ
ァ
ン
は
全
国
か

ら
来
ま
す
。
年
間
の
駅
の
客

は
１３
～
１４
万
人
く
ら
い
」
と

中
田
さ
ん
。
宿
毛
市
と
豊
後

水
道
対
岸
の
大
分
県
佐
伯
市

と
は
フ
ェ
リ
ー
で
結
ば
れ
、

四
国
だ
け
で
な
く
九
州
ナ
ン

バ
ー
の
車
や
観
光
バ
ス
も
少

な
く
な
い
。

ま
た
、
敷
地
内
に
は
四
国

８８
カ
所
の
霊
場
を
め
ぐ
る
お

遍
路
さ
ん
の
休
憩
所
「
茶

堂
」
も
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
に
も
工
夫
を
こ

ら
す
。
毎
春
行
う
「
宿
毛
市

観
光
び
ら
き
」
は
た
く
さ
ん

の
市
民
で
に
ぎ
わ
う
。
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
や
、

今
年
は
宿
毛
湾
で
と
れ
た

「
ア
ジ
の
つ
か
み
ど
り
大
会
」

な
ど
を
開
い
た
。「
今
後
は
宿

毛
の
サ
ン
ゴ
を
使
っ
た
ア
ク

セ
サ
リ
ー
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
作

り
な
ど
の
体
験
事
業
、
観
光

客
が
参
加
で
き
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
た
『
旅
行
者

ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
部
門
』

を
導
入
し
、
呼
び
込
み
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
」（
中
田

さ
ん
）と
話
し
て
い
る
。

こ
れ
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
人
は
移
動
す
る
と

き
、
あ
る
区
間
は
車
で
、
そ
の
先

は
鉄
道
や
飛
行
機
を

使
う
と
い

う
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
交
通
手
段

を
用
い
ま
す
。
そ
こ
で
道
路
や
鉄

道
な
ど
交
通
施
設
の
整
備
度
合

い
を
「
人
の
出
発
地
点
か
ら
目
的

地
ま
で
の
全
体
で
ど
の
よ
う
に
時

間
短
縮
が
図
ら
れ
た
か
を
調
べ

て
」
、
人
の
移
動
全
体
か
ら
評
価

し
よ
う
と
い
う
考
え
が
出
て
き
ま

し
た
。

そ
の
た
め
旧
国
土
庁
で
は
「
日

本
の
あ
る
地
点
か
ら
、
片
道
３
時

間
（
最
近
は
片
道
４
時
間
と
し
て

い
ま
す
）
以
内
に
あ
ら
ゆ
る
交
通

機
関
を
使
っ
て
、
全
国
に
住
む
人

々
の
何
％
の
人
に
会
う
こ
と
が
で

き
る
か
」
と
い
う
考
え
方
を
導
入

し
、
「
わ
が
国
の
交
通
全
体
の
発

達
度
」
を
評
価
す
る
た
め
に
「
一

日
交
通
圏
」
と
い
う
指
標
を
考
え

た
の
で
す
。

す
ぐ
に
わ
か
る
よ
う
に
、
東
京

は
、
羽
田
も
近
い
し
新
幹
線
、
高

速
道
路
も
発
達
し
て
い
ま
す
か

ら
、
３
時
間
か
け
る
こ
と
で
全
国

の
多
く
の
人
に
会
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
と
こ
ろ
が
離
島
の
人
や
、

鹿
児
島
や
北
海
道
の
人
は
あ
ま
り

多
く
の
人
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
指
標
は

地
域
が
も
つ
交
通
の
利
便
性
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
示
す
も
の
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
一
日
交
通
圏
は
、

１
９
６
５
年
の
全
国
平
均
は
２８
％

で
し
た
。
つ
ま
り
こ
の
当
時
は
、

日
本
人
は
全
国
平
均
で
い
え
ば
、

３
時
間
か
け
て
全
国
の
２８
％
の
人

に
会
う
こ
と
が
で
き
る
移
動
能
力

を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
２
０
０
３
年
に
は
、
何
と
こ

れ
が
６３
％
に
も
向
上
し
た
の
で

す
。
大
き
な
移
動
能
力
を
手
に
入

れ
て
、
わ
が
国
は
移
動
が
大
変
に

便
利
に
な
っ
た
の
で
す
。
（
０８
年

に
は
４
時
間
圏
で
す
が
、
６８
％
に

拡
大
し
ま
し
た
）

し
か
し
、
こ
の
全
国
平
均
は
人

口
に
よ
る
加
重
平
均
で
算
出
し
て

い
ま
す
か
ら
、
大
幅
に
改
善
さ
れ

た
と
い
う
の
は
、
東
京
や
大
阪
、

名
古
屋
な
ど
が
移
動
に
き
わ
め
て

便
利
な
都
市
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
が
大
き
く
効
い
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
四
国
、
九
州
東
部
、
紀

伊
半
島
な
ど
は
昔
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
平
均
し
て
便
利
な
国
に
は
な

っ
た
の
で
す
が
、
利
便
地
域
と
不

便
地
域
の
差
は
大
き
く
拡
大
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
（
東
京
中
心

は
９６
％
、
高
知
中
村
は
わ
ず
か
３

％
）全

国
の
す
べ
て
の
地
域
が
同
じ

一
日
交
通
圏
を
持
つ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
国
民
全
体
と
し
て
受

忍
す
べ
き
格
差
と
は
ど
の
程
度
な

の
か
、
い
ま
こ
そ
真
剣
な
議
論
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

群
馬
、
福
島
、
新
潟
、
栃
木
４

県
に
ま
た
が
る
国
立
公
園
尾
瀬
に

は
尾
瀬
ヶ
原
湿
原
を
守
る
総
延
長

６５
㌔
の
木
道
が
あ
る
∥
写
真
㊤
。

木
道
に
は
小
さ
い
な
が
ら
原
ノ
川
川

上
橋
、竜
宮
沼
尻
川
橋
、下
の
大
堀

橋
な
ど
５
カ
所
の
橋
が
あ
る
。
草

紅
葉
が
終
わ
る
毎
年
１１
月
初
め
、

橋
の
冬
対
策
が
始
ま
る
∥
写
真
㊦
。

積
雪
が
３
～
５
㍍
に
な
り
、
雪
の
重

み
で
橋
が
傷
む
の
で
、

橋
板
と
鉄
骨
を
固
定
し

て
い
る
ボ
ル
ト
を
緩

め
、
橋
板
を
取
り
外
す

な
ど
し
て
豪
雪
に
備
え

る
。ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
尾

瀬
を
訪
れ
る
人
た
ち
を

迎
え
る
春
４
月
２０
日
過

ぎ
、
除
雪
が
済
ん
だ
登

山
道
で
真
っ
先
に
駆
け

つ
け
る
�
橋
守
�
た
ち

の
手
で
橋
は
元
通
り
に

復
元
さ
れ
る
。

早稲田大学大学院

客員教授

大石久和

⑫

�
橋
守
�た
ち
に
支
え
ら
れ
る
尾
瀬
の
橋

一
日
交
通
圏

３
～
４
時
間
で
何
人
に
会
え
る
か

宿毛市は高知県の西部、愛媛県に接する。最大の観光資源
は豊後水道に開かれたダイナミックな自然。１１月から２月に
かけて宿毛湾に落ちる「だるま夕日」は圧巻だ。高知市から車
で国道５６号線を西へ３時間あまり。宿毛市の市街地を抜け、同
３２１号線をしばらく進むと、広い「すくもサニーサイドパー
ク」が見えてくる。

道
の
駅
「
す
く
も
」

活
魚
セ
ン
タ
ー

骨
と
う
品
屋
も

宿
毛
湾
の
水
平
線
に
沈
む〝
だ
る
ま
夕
日
〟は
圧
巻

■経営＝宿毛市観光協会（浦中道弘

会長）が運営■営業時間＝テナント

ごとにオープン時間も定休日も異な

る■駐車＝普通５０台、大型５台、身

障者用５台■宿毛市中心部から車で

３分、愛媛県宇和島市からは約１時

間３０分■高知県宿毛市坂ノ下１０２３の

４４（☎０８８０・６３・５０３０）

㊤
６
棟
の
建
物
が
あ
る
道
の
駅
「
す
く
も
」

㊦
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
「
ア
ジ
の
つ
か

み
取
り
大
会
」
∥
今
年
４
月
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小
高
い
丘
に
あ
る
当
駅
か

ら
北
へ
５
０
０
㍍
歩
い
て
下

っ
た
と
こ
ろ
に
向
田
漁
港
が

あ
る
。
こ
の
岸
か
ら
沖
約
２

０
０
㍍
の
場
所
に
野
生
の
イ

ル
カ
が
す
み
つ
い
て
い
る
。

５
、
６
年
前
、
カ
ッ
プ
ル
と

お
ぼ
し
き
野
生
の
２
頭
が
流

れ
着
き
、
住
民
が
温
か
く
見

守
る
う
ち
次
々
と
子
ど
も
を

産
ん
で
現
在
は
一
家
６
頭
が

回
遊
し
て
い
る
。

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は

地
元
船
頭
が
案
内
す
る
船
に

１
グ
ル
ー
プ
５
～
１０
人
に
分

か
れ
て
乗
り
、
イ
ル
カ
の
居

住
地
点
を
周
回
す
る
。
イ
ル

カ
も
人
間
に
す
っ
か
り
慣

れ
、
船
の
真
下
を
く
ぐ
っ
た

り
船
べ
り
ま
で
近
づ
い
て
ジ

ャ
ン
プ
を
披
露
し
た
り
す

る
。
イ
ル
カ
保
護
の
た
め
笛

な
ど
の
鳴
り
物
や
大
き
な
物

音
は
ご
法
度
、
え
さ
も
禁
止

で
あ
る
。

周
遊
コ
ー
ス
は
３
種
類
。

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
だ
け
な
ら
中

学
生
以
上
１
５
０
０
円
（
小

学
生
以
下
７
０
０
円
）
、
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
当
駅
で
の

食
事
、
さ
ら
に
駅
か
ら
車
で

５
分
の
「
ひ
ょ
っ
こ
り
温
泉

島
の
湯
」
入
浴
利
用
を
加
え

る
と
、
中
学
生
以
上
２
６
０

０
円
～
２
８
０
０
円
（
小
学

生
以
下
１
５
０
０
円
～
１
６

０
０
円
）
。
悪
天
候
や
シ
ケ

で
中
止
に
な
る
ケ
ー
ス
は
め

っ
た
に
な
い
が
、
特
産
品
販

売
所
や
食
事
処
も
備
え
た
当

駅
交
流
市
場
に
利
用
３
日
前

に
予
約
・
問
い
合
わ
せ
る
の

が
無
難
。
万
一
イ
ル
カ
に
出

会
え
な
か
っ
た
ら
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
の
み
料
金
の
半
額
を
返

金
し
て
も
ら
え
る
。

交
流
市
場
の
北
隣
に
あ
る

の
が
能
登
島
ガ
ラ
ス
工
房
。

大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
旧

向
田
小
学
校
跡
を
使
い
伝
統

的
な
ガ
ラ
ス
工
芸
を
伝
承
伝

授
し
て
い
る
。
マ
イ
コ
ッ
プ

に
挑
む
「
吹
き
ガ
ラ
ス
」（
１

個
所
要
時
間
１５
～
２０
分
、
料

金
３
１
５
０
円
）、既
成
の
ガ

ラ
ス
に
す
り
ガ
ラ
ス
状
の
絵

を
付
け
る
「
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス

ト
」（
１
時
間
、
１
０
５
０
円

～
）
な
ど
の
体
験
で
思
い
出

の
品
作
り
を
楽
し
め
る
。
予

約
が
お
勧
め
だ
が
当
日
で
も

空
き
が
あ
る
と
利
用
で
き

る
。
交
流
市
場
か
ら
西
へ
約

２
０
０
㍍
歩
い
て
上
が
る
と

能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
。
良

質
な
企
画
展
で
知
ら
れ
る
美

術
館
で
、
今
も
１１
月
２９
日
ま

で
「
国
際
ガ
ラ
ス
展
金
沢
２

０
１
０
ｉ
ｎ
能
登
島
」
を
開

催
中
。
来
場
者
の
お
目
当
て

が
ピ
カ
ソ
の
デ
ザ
イ
ン
し
た

「
お
ど
け
た
フ
ク
ロ
ウ
」

（
高
さ
４６
㌢
、
幅
３５
㌢
）
で

あ
る
こ
と
を
配
慮
し
て
同
作

品
だ
け
は
常
設
展
示
を
心
が

け
て
い
る
。

◆
道
の
駅
「
の
と
じ
ま
」
石

川
県
七
尾
市
能
登
島
向
田
町

１
４
４
｜
１２
▽
交
流
市
場
営

業
時
間
９

００
～
１７

００
▽

定
休
日
１２
月
～
３
月
中
旬
は

毎
週
木
曜
、
１２
月
２９
日
～
１

月
１
日
▽
☎
０
７
６
７
｜
８４

｜
０
０
２
２
◇
ガ
ラ
ス
美
術

館
▽
開
館
時
間
４
月
～
１１
月

９

００
～
１７

００
（
１２
月
～

３
月
９

００
～
１６

３０
）
▽

休
館
日
毎
月
第
３
火
曜
、
１２

月
２９
日
～
１
月
１
日
、
展
示

替
え
・
整
理
期
間
▽
高
校
生

以
上
８
０
０
円
、
中
学
生
以

下
無
料
▽
☎
０
７
６
７
｜
８４

｜
１
１
７
５
◇
ガ
ラ
ス
工
房

▽
☎
０
７
６
７
｜
８４
｜
１
１

８
０

福
島
県
二
本
松
市
は
２
０
０
５
年
１２
月
１

日
、二
本
松
市
、安
達
町
、岩
代
町
、東
和
町
の

旧
４
市
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。
高
村
光

太
郎
の『
智
恵
子
抄
』で
謳
わ
れ
た
安
達
太
良

山
を
西
に
望
み
、日
山
、羽
山
な
ど
の
阿
武
隈

山
地
を
西
に
配
す
る
風
光
明
媚
な
土
地
柄
だ
。

旧
東
和
町
の
中
心
部
を
縦
断
す
る
国
道
３

４
９
号
沿
い
に
００
年
７
月
に
「
道
草
の
駅
あ

ぶ
く
ま
館
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅

「
ふ
く
し
ま
東
和
」は
、
０４
年
８
月
に
道
の
駅

に
登
録
さ
れ
た
。キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
桑

の
里
東
和
＆
東
和
げ
ん
き
野
菜
満
載
の
道
の

駅
」。二
本
松
市
か
ら
指
定
管
理
委
託
を
受
け

た
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ゆ
う
き
の
里
東
和

ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
」
が
里
山
再
生
活

動
と
共
に
道
の
駅
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

富
樫
店
長
は
「
東
和
地
域
は
昔
か
ら
国
内

有
数
の
養
蚕
地
。
特
産
品
直
売
所
で
は
、
そ

の
東
和
産
の
桑
の
実
を
使
っ
た
ア
ン
ト
シ
ア

ニ
ン
た
っ
ぷ
り
の
リ
ン
ゴ
酢
入
り
桑
の
実
ジ

ャ
ム
（
１
瓶
１
５
０
㌘
入
５
８
０
円

直
売

価
格
）や
、各
農
家
の
食
卓
に
並
ぶ
自
主
基
準

の
�
東
和
げ
ん
き
野
菜
�
を
販
売
し
、
遠
く

か
ら
の
お
客
様
に
も
大
好
評
で
す
」と
話
す
。

「
和
食
み
ち
く
さ
亭
」
で
は
地
元
産
の
桑

の
葉
パ
ウ
ダ
ー
・
米
粉
・
小
麦
粉
で
手
打
ち

し
た
緑
の「
桑
う
ど
ん
」（
５
２
０
円
）が
お
奨

め
で
、
手
作
り
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
」
で
は
ヘ
ル
シ
ー
な
地
元
の
野

菜
や
桑
の
実
・
葉
が
入
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト

（
Ｓ
サ
イ
ズ

２
８
０
円
）
が
大
人
気
。
期

間
限
定
の
い
ち
じ
く
・
焼
き
芋
・
き
ゅ
う
り
・

さ
く
ら
な
ど
は
売
切
れ
御
免
。

１１
月
６
～
７
日
に
は「
収
穫
大
感
謝
祭
」を

予
定
。富
樫
店
長
は「
親
子
の
よ
う
に
連
な
っ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
面
白
野
菜
を
集
め
て
の

珍
評
会
や
東
和
げ
ん
き
野
菜
を
存
分
に
使
っ

た
大
鍋
を
用
意
し
て
盛
り
上
げ
る
」と
い
う
。

ま
た
、
地
元
の
語
り
部
で
あ
る
紺
野
雅
子

さ
ん
が
「
河
童
や
神
隠
し
な
ど
家
族
で
楽
し

め
る
東
和
の
昔
話
」
を
毎
月
１
回
聴
か
せ
て

く
れ
る
の
も
こ
の
駅
の
特
長
だ
。

東
に
位
置
す
る
羽
山
（
標
高
８
９
７
㍍
）

は
富
士
山
が
見
え
る
北
限
の
山
と
し
て
知
ら

れ
、
季
節
ご
と
に
リ
ン
ゴ
や
さ
く
ら
ん
ぼ
狩

り
が
で
き
る
。

１２
月
４
～
５
日
に
行
わ
れ
る
「
木
幡
の
幡

祭
り
」
は
９
５
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を
持
つ

日
本
三
大
旗
祭
り
の
一
つ
で
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
前
九

年
の
役
、
天
喜
３
（
１
０
５
５
）
年
、
源
軍

勢
が
戦
い
に
敗
れ
、
わ
ず
か
数
騎
で
木
幡
山

に
立
て
こ
も
っ
た
際
、
一
夜
に
し
て
全
山
が

雪
で
白
く
な
っ
た
様
を
追
っ
て
き
た
安
倍
の

軍
勢
が
源
氏
の
白
旗
と
見
間
違
い
、
戦
わ
ず

し
て
敗
走
し
た
故
事
に
よ
る
。
五
色
に
彩
ら

れ
た
五
反
旗
が
山
岳
を
駆
け
巡
る
様
子
は
壮

観
で
優
雅
だ
。

日
本
海
に
鍵
状
に

突
き
出
し
た
石
川
県
の
能
登
半
島
。
そ

の
付
け
根
部
分
の
波
静
か
な
七
尾
湾
に
抱
か
れ
る

よ
う
に
あ
る
外
周
７２
㌔

の
能
登
島
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
す
る
の
が
当
駅
で
あ

る
。
全
国
で
た
だ
１
個
所
、

野
生
の
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
を
楽
し
め
る
道
の
駅
と
し
て

異
彩
を
放
ち
、
ピ
カ
ソ
な
ど
巨

匠
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
ガ
ラ
ス

作
品
と
出
会
え
、
さ
ら
に
マ

イ
ガ
ラ
ス
作
り
体
験
を
で

き
る
「
ガ
ラ
ス
の
道
の

駅
」
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読

者
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
３０
号
は
『
道
の
駅
と

防
災
の
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
実
施
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
で
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
連
諸
団
体

に
も
提
供
し
、
今
後
の
「
道
の
駅
」
な
ら
び
に
近
隣
地
域

活
性
化
に
供
す
る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
働

き
か
け
ま
す
。
ご
回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結

果
の
み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部

に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど

し
遠
慮
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で

３０
名
様
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

「道の駅と防災」についてのアンケート

今回は、本紙が創刊以来追求してきた「道の駅」と「防災」について、

再度ご意見をお伺いします。

Ｑｌ．現在、「道の駅」は道路利用者や近隣地域に対して下記のような機能

を備えていますが、知っていた項目の番号を全て選んで下さい。

①休憩施設機能（２４時間開場、無料駐車場／トイレ、バリアフリー等）

②道路情報（経路）及び隣接「道の駅」の情報提供

③近隣地域の観光情報提供（周辺の文化や歴史、名物を含む）

④緊急医療情報提供（近隣の医療施設紹介）

⑤災害時の避難及び復旧活動拠点

⑥地域との連携機能（地域活性化活動拠点と地域間の交流促進）

⑦地域の優れた景観を損なうことのないよう十分に配慮して設置

⑧その他利用者の利便に供する情報

Ｑ２．「Ｑｌ」の中であなたが最も重要だと思う機能は何番ですか（１つ

だけ選択）

Ｑ３．「道の駅」が持つべき災害時の避難設備／機能はどれが必要と思い

ますか（重要なもの３つまで）

①備蓄食料／飲料の配給 ②簡易宿泊設備（避難テント）

③被災情報の発信（帰路／避難交通ルート情報）

④帰宅難民車両および運転者受け入れ ⑤応急処置医療品

⑥自家発電設備 ⑦簡易入浴設備

⑧インターネット設備 ⑨その他（ ）

Ｑ４．あなたは罹災を想定して車に常備している防災用品がありますか

（いくつでも）

①飲料／菓子類 ②照明器具（懐中電灯） ③携帯電話用充電器

④道路地図帳 ⑤携帯型トイレ ⑥携帯ガスコンロ

⑦毛布等防寒具 ⑧カーラジオ以外積んでいない ⑨その他（ ）

Ｑ５．本紙はどこで入手されましたか。

Ｑ １： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

Ｑ ２： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

Ｑ ３： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨（ ）

Ｑ ４： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨（ ）

Ｑ ５： a ） 県 b）（駅名）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

性 別：男・女 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

話題の道の駅

第３０号『道の駅と防災のアンケート』回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

道
の
駅
「
の
と
じ
ま
」

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函して

ください。ホームページからも回答できます。

〒１５３‐００６４ 東京都目黒区下目黒３－５－１６ パームコート１Ｆ

ＮＰＯ法人 人と道研究会 企画制作室 宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝福島県二本松市太田字下田２－３
�０２４３‐４６‐２１１３

道の駅 ふくしま東和
富樫隆二店長（６０）

平成２２年１２月１５日

〝
げ
ん
き
野
菜
〟満
載

締 切 日

送 付 先

応 募 方 法
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沖
縄
県
那
覇
市
の
中
心
、

首
里
城
近
く
の
閑
静
な
住
宅

地
に
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た

「
カ
フ
ェ
・
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｈ
」
。

環
境
に
配
慮
し
た
新
た
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
目
指
す
Ｌ

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
の
思
想
を
、
上
地

正
子
さ
ん
が
資
産
家
の
私
邸

を
借
り
て
具
現
化
し
た
。
か

つ
て
大
病
を
患
い
、
医
者
の

処
方
す
る
薬
漬
け
に
な
る
自

分
を
変
え
た
い
と
考
え
抜
い

た
末
、
「
食
」
の
あ
り
方
を

変
え
る
し
か
な
い
と
気
づ
い

た
と
い
う
。
ま
さ
に
「
医
食

同
源
」
の
発
想
だ
。

２０
年
前
か
ら
徐
々
に
広
が

り
を
見
せ
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
。
豊
か
な
「
食
」

や
「
農
の
あ
る
暮
ら
し
」
を

今
に
活
か
す
、
新
し
い
農
家

や
農
村
住
民
の
手
作
り
の
交

流
ビ
ジ
ネ
ス
。
極
上
の
農
家

民
宿
や
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
の

秀
で
た
経
営
者
の
女
性
た
ち

に
は
、
大
病
を
経
験
し
た
人

が
少
な
く
な
い
。

自
ら
は
農
林
・
漁
家
で
な

く
て
も
、
地
元
で
有
機
農
業

に
取
り
組
む
農
家
と
連
携
、

無
農
薬
野
菜
を
ケ
ー
キ
や
パ

ス
タ
の
食
材
と
し
て
活
か
す

ビ
ジ
ネ
ス
も
、
立
派
な
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
だ
。

育
児
に
追
わ
れ
る
母
親
に

息
抜
き
の
場
所
を
提
供
し
、

学
童
保
育
も
引
き
受
け
る
。

女
性
な
ら
で
は
の
育
児
や
福

祉
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。
「
少

子
化
対
策
」な
ど
、国
は
大
げ

さ
な
政
策
を
展
開
す
る
が
、

必
死
に
子
育
て
を
す
る
母
親

の
目
線
に
立
っ
た
こ
う
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

作
り
こ
そ
が
、
次
世
代
に
繋

ぐ
大
事
な
仕
事
で
あ
ろ
う
。

英
国
で
は
「
シ
テ
ィ
フ
ァ

ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
大
都
市

内
部
や
郊
外
に
あ
る

「
農
」
の
空
間
に
、

市
民
農
園
や
小
動
物

公
園
、
冒
険
広
場
や

保
育
園
な
ど
が
付
置

さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
ア
イ

デ
ィ
ア
と
支
援
で
、

多
世
代
に
亘
る
多
様

な
人
々
に
土
や
植

物
、
動
物
と
触
れ
合

う
場
が
提
供
さ
れ
て

い
る
。

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｈ
は
、
そ

の
精
神
を
活
か
そ
う

と
す
る
「
セ
カ
ン
ド

ス
テ
ー
ジ
の
カ
フ

ェ
」
と
い
う
べ
き
も
の
。
単

な
る
喫
茶
店
で
は
な
く
、
人

々
の
生
き
方
が
交
差
し
、
思

い
を
同
じ
く
し
、
悩
み
を
共

有
す
る
仲
間
と
繋
が
る
。

店
内
に
は
新
鮮
な
無
農
薬

野
菜
が
丁
寧
に
レ
イ
ア
ウ
ト

さ
れ
、
こ
だ
わ
り
の
安
心
食

材
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
や
軽
食

が
、
心
の
こ
も
っ
た
器
に
盛

ら
れ
、
提
供
さ
れ
る
。

食
を
楽
し
む
女
性
た
ち
の

表
情
も
明
る
く
、
会
話
に
花

が
咲
く
。
東
京
で
も
こ
だ
わ

り
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
の

店
は
女
性
で
溢
れ
、
「
こ
の

人
た
ち
の
夫
は
今
何
を
食
べ

て
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
」
と
心
配
に
な
る
ほ
ど
。

東
北
の
山
村
に
嫁
い
だ
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
出
身
の
女
性

が
「
田
舎
に
欲
し
い
の
は
、

立
派
な
工
場
や
施
設
で
は
な

く
、
女
性
が
息
抜
き
で
き
る

小
さ
な
喫
茶
店
で
す
」
と
、

し
み
じ
み
語
っ
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
そ
の
村
に
こ
ん
な

カ
フ
ェ
が
で
き
た
ら
…
無
理

な
ら
自
分
の
家
の
ベ
ラ
ン
ダ

や
庭
に
マ
イ
カ
フ
ェ
を
造
り

時
々
友
達
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？

三
重
の「
は
ぜ
の
風
」

そ
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
実
現
し
て
い
る
人
は
、
と

思
い
を
巡
ら
す
と
、
三
重
県

の
山
間
で
喫
茶
店
「
は
ぜ
の

風
」
を
営
む「
セ
レ
ブ
の
会
」

の
女
性
た
ち
の
顔
が
蘇
っ

た
。
伊
勢
湾
に
注
ぐ
櫛
田
川

の
上
流
に
住
み
、
人
生
へ
の

思
い
が
「
上
流
」
で
実
に
生

き
生
き
と
豊
か
な
地
域
資
源

を
活
か
し
て
生
き
て
い
る
。

「
命
と
こ
こ
ろ
を
つ
な

ぐ
、
都
市
に
つ
な
ぐ
、
次
世

代
に
つ
な
ぐ
」
。
こ
の
テ
ー

マ
の
下
に
１１
月
１１
日
か
ら
１３

日
ま
で
、
岐
阜
県
と
三
重
県

で
「
第
９
回
全
国
グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
感
動
交
流

を
体
感
い
た
だ
き
た
い
。
素

敵
な
セ
レ
ブ
と
の
出
会
い
を

楽
し
み
に
。

詳
し
く
は

h
t
t
p
:
/
/
g

u
j
o
i
n
a
g
a
k
u
.
j
p
/
g
r
e
e

n
/

（
岐
阜
県
事
務
局

０

５
７
５
｜
６２
｜
３
５
４
０
、

三
重
県
事
務
局

０
５
９
｜

２
２
４-

２
５
５
１
）
へ

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
／

東
洋
大
学
社
会
学
部
長
・
青

木
辰
司
）

丸
森
町
は
東

北
地
方
第
２
の

大
河
、
阿
武
隈

川
沿
い
に
舟
運

を
利
用
し
て
古

く
か
ら
栄
え
た

町
で
宮
城
県
最

南
端
に
あ
る
。

水
と
緑
の
豊
か

な
自
然
に
恵
ま

れ
、
歴
史
と
伝

統
に
育
ま
れ
た

美
し
い
町

だ

が
、
高
齢
化
や

過
疎
化
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。

町
活
性
化
に
知
恵
を
絞
る

渡
辺
政
巳
町
長
は
、
産
業
観

光
課
に
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
班
を
設
置
、
観
光
客

誘
致
に
力
を
入
れ
、
ツ
ア
ー

参
加
者
と
の
懇
親
会
で
も

「
こ
の
町
は
美
し
い
自
然
に

恵
ま
れ
癒
し
効
果
も
大
き
く

食
材
も
豊
富
だ
。
見
所
が
沢

山
あ
る
の
で
ぜ
ひ
多
く
の
人

に
訪
れ
て
ほ
し
い
」
と
、
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

同
町
の
観
光
資
源
は
、
阿

武
隈
渓
谷
の
自
然
美
や
舟
運

の
名
残
を
伝
え
る
舟
下
り
、

棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
大
張

沢
尻
棚
田
な
ど
の
自
然
や
、

養
蚕
業
で
財
を
な
し
た
豪
商

齋
藤
家
の
齋
理
屋
敷
な
ど
、

秘
め
た
魅
力
は
多
い
。

ツ
ア
ー
は
こ
う
し
た
見
所

を
次
々
に
訪
れ
、
途
中
で
は

体
験
型
交
流
も
。
お
年
寄
り

が
藁
細
工
や
布
草
履
な
ど
を

作
っ
て
い
る
高
齢
者
生
産
活

動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
籐
つ
る

を
使
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

を
体
験
、
地
産
地
消
の
ソ
バ

打
ち
に
も
挑
戦
、
田
舎
な
ら

で
は
の
旅
を
満
喫
し
た
。

中
で
も
、
参
加
者
が
感
心

し
興
味
を
示
し
た
の
が
、
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す

る
物
産
セ
ン
タ
ー
と
、
滞
在

型
市
民
農
園
「
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
」
の
充
実
だ
。

「
大
張
物
産
セ
ン
タ
ー
な

ん
で
も
や
」
は
、
大
手
直
売

所
の
撤
退
で
日
常
生
活
に
困

惑
し
た
地
元
が
、
自
分
た
ち

で
店
を
運
営
し
よ
う
と
「
な

ん
で
も
売
る
、
な
ん
で
も
や

る
」
と
始
め
た
共
同
出
資
店

だ
。
店
に
来
ら
れ
な
い
お
年

寄
り
な
ど
の
家
に
は
、
車
に

生
活
必
需
品
を
積
ん
で
配
達

し
て
回
る
こ
と
も
。
こ
の
活

動
は
地
域
創
り
に
貢
献
し
た

と
し
て
、
平
成
１９
年
度
に
総

務
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

近
年
人
気
を
集
め
て
い
る

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
は
全
国

に
約
６０
カ
所
１
０
０
０
区
画

近
く
あ
る
が
、
丸
森
町
に
は

不
動
尊
地
区
１８
区
画
、
筆
甫

地
区
８
区
画
あ
る
。
畑
は
共

に
１
５
０
平
方
㍍
で
、
月
最

低
２
泊
以
上
滞
在
か
４
日
以

上
通
園
す
る
条
件
。
年
間
利

用
料
は
共
に
３６
万
円
な
が
ら

人
気
上
々
だ
。
野
菜
作
り
を

楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
田
舎

の
宿
泊
滞
在
を
通
し
て
地
場

の
生
活
文
化
、
多
く
の
人
々

と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
ん
で
い
る
。

同
交
流
機
構
は
「
今
後
も

市
町
村
長
と
語
る
旅
を
続
け

都
市
と
田
舎
の
接
点
を
増
や

す
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
で
都
市
住
民
と
田
舎
の
繋
が
り
を
深
め
よ

う
と
、
財
団
法
人
都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化
機
構
（
ま
ち
む
ら
交
流
機

構
）
は
「
市
町
村
長
と
語
る
旅
」
を
続
け
て
い
る
。
「
ス
ロ
ー
風
土
（
フ

ー
ド
）
な
丸
森
町
を
行
く
」
と
題
し
て
１０
月
に
開
催
し
た
ツ
ア
ー
で
は
宮

城
県
丸
森
町
を
訪
れ
、
市
町
村
長
と
語
る
旅
も
１８
回
目
を
数
え
た
。

Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｈ
の
入
口

野
菜
素
材
の
ケ
ー
キ
も
目
玉

ゆ
と
り
の
座
席

ウ
サ
ギ
も
生
ま
れ
た

新たな都市型ライフスタイル

筆
甫
地
区
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

滞
在
型
市
民
農
園
が
充
実

沖縄県那覇市

まちむら交流機構

宮
城
県
丸
森
町

「カフェ・NOAH」

新
鮮
無
農
薬
野
菜
コ
ー
ナ
ー

「市町村長と語る旅」１８回目

民民民民民民民民民民民民民民民民家家家家家家家家家家家家家家家家をををををををををををををををを活活活活活活活活活活活活活活活活かかかかかかかかかかかかかかかかしししししししししししししししし医医医医医医医医医医医医医医医医食食食食食食食食食食食食食食食食同同同同同同同同同同同同同同同同源源源源源源源源源源源源源源源源

学童保育室

１１
月
１１
日
～
１３
日

岐
阜
・
三
重
で

ツーリズム

全
国
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
会

グリーン・
進化する


ソ
バ
打
ち
体
験
に
精
出
す
ツ
ア
ー
参
加
者

地
元

産
の
農
産
物
や
民
芸
品
の
直
売
所
・
い
き
い
き
交
流

セ
ン
タ
ー
大
内
。
人
気
イ
ベ
ン
ト
も
多
い

お
む
つ
交
換
へ
の
配
慮
も

幼
児
の
遊
び
部
屋
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会
場
に
は
自
治
体
や
団

体
、
企
業
、
個
人
や
学
生
、

子
供
た
ち
ま
で
が
趣
向
を
凝

ら
し
て
出
展
し
た
２
０
０
区

画
近
い
多
く
の
花
壇
に
、
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
し
丹
精
込
め
て

育
て
た
花
々
が
、
園
内
に
妙

な
る
香
り
を
放
っ
て
い
る
。

奈
良
県
内
で
も
数
百
の
古

墳
群
を
擁
す
る
一
帯
に
整
備

さ
れ
た
馬
見
丘
陵
公
園
は
、

訪
れ
る
人
々
に
古
代
の
ロ
マ

ン
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

古
都
奈
良
を
文
字
通
り
「
花

の
都
」
に
変
身
さ
せ
た
。

フ
ェ
ア
は
「
未
来
へ
つ
な

ぐ
『
花
の
も
て
な
し
』
～
や

ま
と
青
垣
か
ら
の
贈
り
も
の

～
」
が
テ
ー
マ
。
自
転
車
道

も
整
備
さ
れ
た
緑
道
「
１
３

０
０
年
の
道
」
に
続
き
「
に

ぎ
わ
い
の
広
場
／
集
い
の
丘

／
花
の
都
／
未
来
の
華
／
は

じ
ま
り
は
奈
良
」
と
名
付
け

た
５
つ
の
ゾ
ー
ン
が
あ
る
。

圧
巻
は
、
花
な
ら
広
場
に

続
く
花
の
都
ゾ
ー
ン
の
「
馬

見
花
苑
」
。
会
場
で
最
も
大

き
い
花
壇
だ
。
波
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
古
代
か
ら
の
紋
様

「
青
海
波
」
を
モ
チ
ー
フ

に
、
遣
唐
使
が
苦
難
を
超
え

て
渡
っ
た
大
海
原
を
、
鮮
や

か
な
色
彩
の
花
々
で
形
作
っ

た
。奈

良
県
は
ダ
リ
ア
の
球
根

生
産
量
が
日
本
一
。
花
の
都

ゾ
ー
ン
の
ダ
リ
ア
園
に
は
期

間
中
、
花
の
大
き
さ
が
３０
～

４０
㌢
に
も
な
り
世
界
一
の
大

輪
と
い
う
「
エ
モ
リ
ー
ポ
ー

ル
」
を
は
じ
め
、
約
２
０
０

品
種
５
０
０
０
株
が
美
を
競

う
。ま

た
確
認
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
園
内
に
８
基
あ
る
大
き

な
古
墳
の
う
ち
ナ
ガ
レ
山
古

墳
は
、
墳
丘
の
半
分
を
１
６

０
０
年
前
の
築
造
当
時
の
姿

に
再
現
。
頂
上
に
登
る
こ
と

も
で
き
、
大
和
平
野
を
一
望

で
き
る
。
古
墳
周
辺
に
は
秋

の
七
草
を
は
じ
め
と
す
る

「
古
（
い
に
し
え
）
の
風
景

庭
園
」
も
設
け
て
い
る
。

フ
ェ
ア
の
期
間
中
は
、
花

な
ら
広
場
で
、
自
然
に
親
し

み
な
が
ら
楽
し
め
る
押
し
花

カ
ー
ド
作
り
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
体
験
教
室
（
申
込
み
受

付
は
１１
月
７
日
ま
で
。
材
料

費
の
み
）
も
連
日
の
よ
う
に

開
か
れ
て
好
評
だ
。

馬
見
丘
陵
公
園
は
、
緑
あ

ふ
れ
る
新
名
所
と
し
て
新
た

な
憩
い
の
場
に
な
る
こ
と
は

確
か
だ
。
都
市
緑
化
な
ら
フ

ェ
ア
は
１１
月
１４
日
（
日
）
ま

で
（
入
場
無
料
）。

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
を
祝
う
行
事
の
柱
の
一
つ
、
奈
良
県
広
陵
町
・
河
合
町
に
ま
た
が
る
馬

見
丘
陵
公
園
で
開
催
中
の
「
第
２７
回
全
国
都
市
緑
化
な
ら
フ
ェ
ア
（
や
ま
と
花
ご
よ
み
２
０
１
０
）」

は
秋
本
番
を
迎
え
て
無
数
の
花
々
が
咲
き
競
い
、
祭
典
に
華
や
か
な
彩
り
を
添
え
て
い
る
。
９
月
１８

日
か
ら
始
ま
っ
た
同
フ
ェ
ア
は
、
既
に
入
場
者
２５
万
人
を
超
え
る
人
気
ぶ
り
だ
。

環
境
に
優
し
く

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭

を
機
に
、
奈
良
県
内
の
観
光

地
巡
り
に
自
転
車
を
も
っ
と

利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
普
及
推
進
の

た
め
、
９
月
か
ら
１２
月
１９
日

（
日
）
ま
で
の
金
土
日
祝
日

（
月
～
木
は
地
域
に
よ
る
運

営
）
に
、
広
域
乗
り
捨
て
型

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
社
会
実

験
が
始
ま
っ
て
い
る
。
「
秋

の
奈
良
レ
ン
タ
サ

イ

ク

ル
」
。
爽
や
か
な
秋
風
を
感

じ
な
が
ら
、
奈
良
大
和
路
を

ゆ
っ
た
り
と
自
転
車
で
観
光

し
て
は
い
か
が
か
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
、
旅
行
客
に
ゆ

っ
く
り
観
光
し
て
も
ら
う
よ

う
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
運
営
を
地

域
団
体
に
協
力
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
地
域
お
こ
し
活
動

や
地
域
情
報
の
発
信
に
も
役

立
て
る
狙
い
。
車
の
排
ガ
ス

に
よ
る
環
境
汚
染
の
改
善
や

観
光
地
の
交
通
渋
滞
の
解
消

に
も
効
果
が
期
待
で
き
る
。

鉄
道
で
奈
良
県
を
訪
れ
た

旅
行
者
は
、
ど
の
地
域
に
行

っ
て
も
自
転
車
を
借
り
て
周

遊
観
光
を
楽
し
み
、
大
和
平

野
内
な
ら
ど
の
鉄
道
駅
で
も

乗
り
捨
て
出
来
る
仕
組
み
。

自
動
車
で
来
た
人
も
、
拠
点

と
な
る
駐
車
場
で
は
自
転
車

に
乗
り
換
え
ら
れ
る
。

役
立
つ
マ
ッ
プ

県
や
地
域
が
作
っ
た
サ
イ

ク
ル
マ
ッ
プ
も
も
ら
え
る
。

観
光
地
以
外
に
、
見
所
や
店

舗
の
案
内
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
を
凝
ら
し
た
地
図
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
図
に
割
引
ク
ー

ポ
ン
を
付
け
る
な
ど
、
地
域

に
よ
る
独
自
の
お
も
て
な
し

サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
る
。

金
、
土
、
日
、
祝
日
は
貸

出
し
自
転
車
を
、
大
和
郡
山

／
斑
鳩
／
河
合
／
桜
井
／
田

原
本
／
橿
原
／
御
所
の
７
地

域
に
設
け
た
ポ
ー
ト
の
ど
こ

に
で
も
返
却
可
能
。

種
類
も
選
べ
る

各
ポ
ー
ト
に
は
電
動
ア
シ

ス
ト
付
き
と
ギ
ア
付
き
の
自

転
車
が
各
５
台
ず
つ
計
１０
台

用
意
さ
れ
て
お
り
、
電
話
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
す

る
。利

用
料
は
電
動
ア
シ
ス
ト

付
き
が
１
日
１
回
１
５
０
０

円
、
ギ
ア
付
き
が
同
１
０
０

０
円
。
利
用
に
は
身
分
証
の

提
示
が
必
要
。

「
秋
の
奈
良
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
」
で
検
索
。

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
∥

０
７
４
２
｜
２５
｜
０
７
１
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
∥h

t
t
p
:
/

/
w
w
w
.
n
a
r
a
- c
y
c
l
i
n
g
.

c
o
m

「
は
じ
ま
り
の
奈
良
、
め

ぐ
る
感
動
」
｜
｜
平
城
遷
都

１
３
０
０
年
祭
の
キ
ー
ワ
ー

ド
だ
。
奈
良
県
と
平
城
遷
都

１
３
０
０
年
記
念
事
業
協
会

の
ま
と
め
で
は
、
メ
ー
ン
会

場
の
平
城
宮
跡
会
場
で
来
場

者
を
２
５
０
万
人
と
見
込
ん

で
い
た
が
、
開
幕
か
ら
１
８

１
日
目
の
１０
月
２１
日
、
３
０

０
万
人
を
突
破
し
た
。

特
に
「
秘
宝
秘
仏
特
別
公

開
」
な
ど
の
「
巡
る
奈
良
」

事
業
は
、
予
測
を
大
き
く
超

え
る
１
０
０
０
万
人
以
上
の

観
光
客
が
県
内
各
地
を
訪

れ
、
賑
っ
て
い
る
。

県
は
、
集
印
状
に
よ
り
国

宝
を
巡
る
ル
ー
ト
を
紹
介
し

た
「
国
宝
巡
礼
ま
ほ
ろ
ば
手

帳
」
を
は
じ
め
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
系
事
業
の
展
開
が
観

光
客
誘
引
に
有
効
だ
っ
た
、

と
の
見
方
を
強
め
て
い
る
。

こ
の
た
め
１
３
０
０
年
祭

が
終
わ
っ
て
も
、
こ
の
流
れ

を
キ
ー
プ
し
て
古
都
ブ
ー
ム

を
引
き
継
ぐ
戦
略
を
継
続
、

奈
良
へ
の
観
光
客
動
員
を
増

や
し
た
い
考
え
。
そ
の
た
め

に
も
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
充

実
な
ど
で「
巡
る
奈
良
」を
確

立
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
系

の
マ
ッ
プ
を「
道
の
駅
」は
じ

め
、
主
な
地
域
観
光
拠
点
で

入
手
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
整
備
を

さ
ら
に
進
め
る
方
針
だ
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
パ
ン
フ

平城遷都 年祭

古
代
ロ
マ
ン

花
と
古
墳
の
共
演

ダリアの球根生産量日本一の奈良県を象徴するダリア園とダリアテラス

１３００

奈良・
馬見丘
陵公園

第２７回全国都市緑化ならフェア 好評開催中

古
都
ブ
ー
ム
戦
略
継
続

「
巡
る
奈
良
」今
後
も

どこでも乗り捨て

「秋の奈良レンタサイクル」

青
海
波
の
模
様
も
鮮
や
か
な
馬
見
花
苑

読

第 30号道 21世紀新聞 Route Press 21st.2010 年（平成 22 年）１０月13



�����������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

���������������������������������������������������������������������� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

☆
思
い
出
と
共
に

１０
年
ほ
ど
前
、
息
子
が
学

校
で
い
じ
め
に
遭
い
、
陰
湿

な
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
家
を

出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
捜
査

願
い
を
出
し
た
結
果
、
東
京

に
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
旅

費
も
高
い
こ
と
か
ら
、
道
の

駅
を
利
用
し
な
が
ら
夫
と
車

で
３
日
か
け
、
息
子
が
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
お
宅
へ
。

公
園
な
ど
で
寝
泊
ま
り
し
て

い
た
息
子
も
今
は
な
ん
と
か

生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
心
配
と
不
安
の
旅
は

今
や
息
子
に
会
え
る
楽
し
み

の
旅
行
に
。
改
め
て
道
の
駅

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
（
大

分
市

主
婦
・
５０
歳
）

☆
Ｗ
ボ
ー
ド
な
ど

道
の
駅
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
利
用
す
る
の
で
、
パ
ソ

コ
ン
な
ど
を
開
放
す
る
の
は

無
理
だ
と
思
い
ま
す
。
で
き

れ
ば
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
ノ

ー
ト
な
ど
を
置
い
て
、
お
客

さ
ん
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
書
き
込
ん
で
い
た
だ
い

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
た

い
へ
ん
お
手
数
で
す
が
、
道

の
駅
の
職
員
の
方
が
、
そ
れ

ら
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
転

載
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
と

思
い
ま
す
。
（
三
重
県
四
日

市
市

主
婦
・
２４
歳
）

☆
パ
ソ
コ
ン
設
置

道
の
駅
の
中
に
パ
ソ
コ
ン

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
そ

こ
に
お
客
さ
ん
の
感
想
な
ど

を
書
き
込
む
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ら
を

集
約
す
れ
ば
、
道
の
駅
の
さ

ら
な
る
発
展
に
結
び
つ
く
と

思
い
ま
す
が
ー
ー
。
（
松
江

市

主
婦
・
３８
歳
）

☆
バ
イ
ク
駐
車
場

バ
イ
ク
で
よ
く
道
の
駅
に

立
ち
寄
る
の
で
す
が
、
バ
イ

ク
用
の
駐
車
場
が
無
い
と
こ

ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。
雨
降

り
の
時
は
、
濡
れ
た
レ
イ
ン

コ
ー
ト
の
ま
ま
で
休
憩
で
き

る
場
所
を
ぜ
ひ
設
置
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
屋
根
だ

け
で
も
い
い
し
、
ベ
ン
チ
が

あ
れ
ば
な
お
嬉
し
い
で
す
。

（
奈
良
県
川
西
町

無
職
・

６９
歳
）

☆
商
店
の
案
内
も

旅
人
と
し
て
、
日
用
品
が

必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
観
光
と
は
別
に
、
ス
ー

パ
ー
や
商
店
の
情
報
が
欲
し

い
の
で
す
。飛
騨
の
方
に
、商

店
の
地
図
を
置
い
た
道
の
駅

が
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て

い
ま
す
。
私
の
場
合
、
温
泉

な
ど
も「
車
中
泊
」の
貧
乏
旅

行
な
の
で
、
道
の
駅
で
カ
ッ

プ
め
ん
、ご
は
ん
、お
に
ぎ
り

も
売
っ
て
ほ
し
い
。
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
も
け
っ
こ
う
需
要

が
あ
る
は
ず
で
す
。
（
埼
玉

県
鶴
ヶ
島
市

無
職
・
６０
歳
）

☆
マ
ナ
ー
の
問
題

最
近
、
道
の
駅
利
用
者
の

マ
ナ
ー
が
良
く
な
い
例
を
し

ば
し
ば
目
に
し
ま
す
。
ゴ
ミ

の
放
り
投
げ
、
吸
殻
ポ
イ
捨

て
、
缶
、
ビ
ン
、
串
類
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
の
置
き
去
り
…
…

さ
ら
に
ひ
ど
い
の
は
、
自
分

の
車
内
の
ゴ
ミ
袋
を
駅
の
ゴ

ミ
箱
に
押
し
込
ん
で
し
ま
う

人
。
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
を
徹

底
す
る
た
め
、
残
念
な
が
ら

教
育
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

（
福
島
市

無
職
・
７０
歳
）

☆
書
け
る
読
め
る

道
の
駅
の
利
用
者
が
、
そ

の
場
で
書
け
た
り
読
め
た
り

す
る
掲
示
板
が
あ
っ
た
ら
楽

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
駅
に
は
必
ず
野
菜
販
売

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、

地
元
の
方
が
、「
こ
ん
な
料
理

法
が
あ
り
ま
す
よ
」と
、遠
隔

地
か
ら
の
お
客
さ
ん
の
知
ら

な
い
�
秘
訣
�
を
教
え
て
く

だ
さ
る
の
も
、
と
て
も
お
も

し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
役
に

立
ち
ま
す
。
（
三
重
県
南
伊

勢
町

地
方
公
務
員
・
５１
歳
）

☆
丸
型
の
ポ
ス
ト

１０
年
前
か
ら
各
地
の
道
の

駅
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
今
年
も
数
十
カ
所
を
訪

れ
ま
し
た
が
、
新
し
い
発
見

を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
最

近
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
�
昭
和
の
主
役
�
丸
型

の
郵
便
ポ
ス
ト
が
ま
だ
元
気

で
活
躍
し
て
い
る
風
景
を
見

た
こ
と
で
す
。
感
激
し
た
場

所
は
、
三
重
県
「
菰
野
」
、
京

都
「
美
山
ふ
れ
あ
い
広
場
」、

兵
庫「
青
垣
」で
す
。
時
間
の

流
れ
と
共
に
消
え
て
い
く
レ

ト
ロ
品
の
一
つ
で
す
が
、
い

つ
ま
で
も
残
っ
て
ほ
し
い
。

私
の
道
の
駅
め
ぐ
り
の
楽
し

み
が
一
つ
増
え
ま
し
た
。（
神

戸
市

無
職
・
７１
歳
）

☆
車
使
わ
な
い
人

自
分
で
は
車
を
運
転
し
な

い
く
せ
に
ド
ラ
イ
ブ
好
き
、

道
の
駅
大
好
き
人
間
で
す
。

遠
出
す
る
時
も
、
時
間
と
ド

ラ
イ
バ
ー
の
体
力
！
さ
え
あ

れ
ば
、
高
速
な
ど
走
ら
ず
に

一
般
道
を
、
道
の
駅
ご
と
に

寄
り
道
し
な
が
ら
帰
っ
て
き

ま
す
。
地
元（
県
内
）の
道
の

駅
は
、
駅
そ
の
も
の
を
目
的

地
と
し
て
楽
し
め
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
な

ど
地
域
の
情
報
を
、
車
に
乗

ら
な
い
人
の
目
に
も
触
れ
る

よ
う
な
か
た
ち
で
提
供
お
願

い
し
ま
す
。
（
滋
賀
県
高
島

市

会
社
員
・
５９
歳
）

☆
地
元
の
資
料
を

地
場
産
新
鮮
野
菜
は
、
誰

に
と
っ
て
も
楽
し
み
な
も
の

で
す
。
私
も
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
を
目
指
し
て
道
の
駅
に
立

ち
寄
り
ま
す
。
で
も
、
私
の

場
合
は
、
駅
に
着
く
と
ま
ず

そ
の
土
地
の
資
料
を
た
く
さ

ん
頂
き
ま
す
。
こ
れ
を
家
に

帰
っ
て
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
楽

し
む
の
で
す
。
温
か
い
触
れ

合
い
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
、

絵
手
紙
や
川
柳
な
ど
の
展
示

も
欲
し
い
で
す
ね
。
（
仙
台

市

主
婦
・
６９
歳
）

☆「
道
」の
奥
深
さ

た
か
が
「
道
」
、
さ
れ
ど

「
道
」
で
す
が
、
道
の
奥
深

い
意
味
を
改
め
て
知
り
ま
し

た
。
本
紙
２９
号
「
私
の
道
」

の
舞
浜
地
ビ
ー
ル
醸
造
職
人

・
園
田
智
子
さ
ん
。
ビ
ー
ル

職
人
と
は
と
て
も
思
え
な
い

？
可
愛
い
笑
顔
に
ク
ラ
っ
と

き
ま
し
た
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
、
「
海
の
香
り
が
す
る
ビ

ー
ル
を
造
り
た
い
」
と
い
う

か
ら
、
な
か
な
か
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
方
で
す
。
そ
の
ビ
ー

ル
は
と
て
も
美
味
し
い
に
き

ま
っ
て
い
ま
す
！
（
栃
木
県

芳
賀
町

農
業
・
５４
歳
）

☆〝
道
し
る
べ
〟だ

「
道
の
駅
」
っ
て
、
ど
な

た
が
名
付
け
た
の
で
し
ょ
う

ね
。
初
め
て
聞
い
た
時
は
、

「
道
に
駅
が
あ
る
の
？
」
と

不
思
議
な
感
じ
が
し
た
も
の

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
小
さ

い
時
は
家
族
５
人
で
よ
く
駅

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
が
、
最

近
は
彼
ら
も
大
き
く
な
り
な

か
な
か
付
き
合
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
。
今
は
主
人
と
２
人
で

土
地
の
風
土
を
味
わ
い
な
が

ら
、
楽
し
く
利
用
し
て
い
ま

す
。�
道
し
る
べ
�
で
も
あ

る
道
の
駅
、
今
後
も
案
内
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
三
重
県
四
日
市
市

公
務

員
・
４６
歳
）

☆
芸
能
を
公
演
中

「
道
の
駅
で
地
域
の
芸
能

を
」
と
い
う
読
者
の
声
が
あ

り
ま
し
た
が
、
「
ゆ
う
ひ
パ

ー
ク
浜
田
」
や
「
道
の
駅
津

和
野
温
泉
な
ご
み
の
里
」
な

ど
で
は
、
既
に
実
現
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
は
島
根
県
西

部
の
伝
統
芸
能
、
石
見
神
楽

の
定
期
公
演
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
広
が
る
と
い
い
で
す

ね
。
（
島
根
県
浜
田
市

パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
４４
歳
）

☆
ナ
ナ
メ
の
関
係

本
紙
前
号
１２
ペ
ー
ジ
の
、

「
進
化
す
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
に
子
ど
も
の
農

業
体
験
の
様
子
が
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ボ

ウ
が
子
ど
も
た
ち
の
一
番
人

気
だ
と
の
こ
と
、
意
外
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の

方
が
「
ナ
ナ
メ
の
関
係
」
を

結
ぶ
と
い
う
記
事
も
あ
り
ま

し
た
。
２４
歳
の
私
も
、
ナ
ナ

メ
の
関
係
が
う
ら
や
ま
し
い

で
す
。
（
兵
庫
県
明
石
市

会
社
員
・
２４
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１５３-００６４

東京都目黒区下目黒３-５-１６ パー

ムコート１Ｆ ＮＰＯ法人 人と

道研究会 企画制作室宛にお寄せ

ください。

また、読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya@route-press 21 st.jp）

を設けました。お便りのほか、写

真の投稿も大歓迎です。採用分に

は記念品をプレゼントします。

ア
キ
ハ
ギ

ツ
マ

ト

カ

ヒ
ト

コ

秋
萩
を
妻
問
ふ
鹿
こ
そ
、
独
り
児
も
子
持
た
り
と

カ

コ

ア

言
へ
。
鹿
児
じ
も
の
吾
が
一
人
子
の
、
草
枕
旅
に

タ
カ
ダ
マ

シ
ジ

タ

イ
ハ
ヒ
ベ

ユ

し
行
け
ば
、
竹
玉
を
繁
に
貫
き
垂
り
、
斉
瓮
に
木

フ

シ

イ
ハ

モ

ア

ゴ

綿
と
り
垂
で
て
、
斉
ひ
つ
つ
吾
が
思
ふ
吾
子
。
ま

さ
き
く
あ
り
そ
。

（
一
七
九
〇
番
）

秋
萩
を
妻
と
す
る
鹿
は
「
一
産
一
頭
」
と
言

う
。
そ
の
鹿
の
子
の
よ
う
な
私
の
一
人
子
が
旅

ひ
も

に
行
く
の
で
、
竹
の
輪
切
り
を
い
っ
ぱ
い
紐
に

さ
か
が
め

も

め
ん

通
し
、
首
に
掛
け
て
、
供
物
の
酒
瓮
に
木
綿
の

た

つ
つ

布
を
飾
り
垂
ら
し
、身
を
浄
め
慎
し
み
、祈
る
。

ひ

び

最
愛
の
吾
子
が
、
日
日
事
無
く
元
気
で
い
る
様

に
‼

反

歌ヤ
ド

ヌ

旅
人
の
宿
り
せ
む
野
に

霜
降
ら
ば

吾
が
子
は

ア
メ

ツ
ル
ム
ラ

ぐ
く
め

天
の
鶴
群

（
一
七
九
一
番
）

旅
人
が
宿
る
だ
ろ
う
野
に
、
霜
が
降
っ
た
ら

冷
え
て
寒
い
だ
ろ
う
。
空

を
飛
ぶ
鶴
た
ち
よ
‼
私
の

は
ね

子
を
お
前
の
羽
で
包
み
、

く

暖
め
て
お
呉
れ
‼

×

×

×

ゆ
い
い
つ

む

に

長
歌
は
、
唯
一
無
二
の

独
り
子
の
旅
立
ち
で
、
そ

の
安
全
と
無
事
を
、
神
に

ひ
た
す
ら
祈
る
母
―
―
。

反
歌
は
、
霜
の
寒
夜
に
は
、
鶴
た
ち
に
我
が
身
に

か

だ
ん

替
わ
っ
て
、「
吾
子
抱
擁
の
暖
」を
乞
い
願
う
―
―
。

こ
の
母
の
心
は
広
大
無
辺
、
全
身
全
霊
の
鶴
へ
の
懇

願
は
、
誠
に
け
な
げ
で
、
い
じ
ら
し
い
‼

け

れ
ん

い
さ
さ
か
の
見
栄
も
外
連
も
な
い
長
反
歌
に
は
、

こ
う
じ
ょ
う

時
空
を
越
え
る
「
恒
常
の
母
親
原
像
」
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
歌
に
は
、「
天
平
五
（
七
三
三
）
年
、

遣
唐
使
の
船
が
、
難
波
を
出
て
海
路
に
つ
く
時
、
母

親
が
子
に
贈
っ
た
」
と
の
前
書
文
が
付
い
て
い
る
。

サ
テ

、
こ
の
母
は
息
子
の
旅
程
や
唐
の
こ
と

を
、
ど
れ
ほ
ど
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
母

子
の
出
自
・
身
分
な
ど
何
の
記
述
も
な
い
。
こ
の
余

白
埋
め
は
、
読
者
諸
子
の
自
由
裁
量
の
領
分
で
す
。

な
お
、こ
の
遣
唐
使
は
、第
九
次
。
多
治
比
広
武
大

使
。
五
九
四
人
が
四
隻
に
分
乗
。
初
め
て
「
南
路
」

使
用
。
不
幸
に
も
第
三
・
第
四
船
は
往
路
で
遭
難
。

大
使
ら
四
人
が
翌
々
年
帰
朝
。そ
の
他
は
不
明
―
―
。

（
万
葉
研
究
家
）

毎年約１９００万人の観光客で賑わう鎌倉（神奈川

県）。人力車での史跡・市内めぐりも人気だ

万
葉
の
母
は
…
…

く
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大
自
然
か

ら

の

贈

り

物
、
流
木
を

炭
に
す
る
と

き
に
で
き
る

木
酢
液
か
ら

身
体
に
良
い
成
分
だ
け
を
抽
出
し

た
独
自
の
精
製
木
酢
液
を
配
合
。

良
質
な
炭
の
吸
着
作
用
で
、
毛
穴

の
汚
れ
や
余
分
な
皮
膚
を
し
っ
か

り
洗
浄
す
る
の
が
、
「
シ
ャ
ル
ボ

ン

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ソ
ー
プ
」
で

す
。
保
湿
力
が
高
い
の
に
さ
っ
ぱ

り
洗
い
あ
が
り
、
無
香
料
、
無
着

色
、
無
防
腐
剤
で
、
デ
リ
ケ
ー
ト

な
お
肌
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

標
準
重
量
１
０
０
㌘
メ
ー
カ
ー
小

売
価
格
８
０
０
円
。

提
供

㈱
エ
ピ
ュ
レ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
p
u
r
e
.
c
o
.

j
p
/

今
、
奈
良
県
は
平
城
遷
都
１
３

０
０
年
祭
の
多
彩
な
催
し
で
賑
っ

て
お
り
、
古
都
の
秋
を
め
ざ
す
観

光
客
は
さ
ら
に
増
え
そ
う
。
１
３

０
０
年
を
象
徴
す
る
ゆ
る
き
ゃ
ら

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
人
気
の
「
せ
ん

と
く
ん
」
を
９
コ
マ
の
パ
ズ
ル
に

仕
立
て
て
遊
べ
る
、
記
念
の
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
（
平
城
遷
都
１
３
０
０

年
記
念
事
業
協
会
記
念
事
業
委
員

会
作
成
）
は
、
お
な
じ
み
の
顔
で

寝
そ
べ
る
「
せ
ん
と
く
ん
」
が
可

愛
い
。

提
供

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
記

念
事
業
協
会

亀
城
庵

の
讃
岐
う

ど
ん
は
素

材
に
も
こ

だ
わ
り
、

モ
チ
モ
チ

と
粘
り
強

い
コ
シ
を

生
む
独
自
ブ
レ
ン
ド
の
粉
、
坂
出

沖
の
塩
と
に
が
り
、
軟
水
に
ろ
過

し
粉
に
よ
り
な
じ
む
水
を
使
用
。

練
り
か
ら
包
装
ま
で
ゆ
っ
く
り
３

日
か
け
て
製
造
し
ま
す
。

お
試
し
セ
ッ
ト
は
、
さ
ぬ
き
一

膳
う
ど
ん
（
並
切
麺
、
太
切
麺
各

３
、
２
種
類
の
か
け
つ
ゆ
各
３
入

り
）
の
計
６
人
前
。
上
代
１
３
５

０
円
。

提
供

㈱
讃
匠

☎
０
８
７
７
｜
８５
｜
６
２
５
８

雑
誌
や
マ
ス
コ
ミ
の
美
容
健
康

ダ
イ
エ
ッ
ト
特
集
に
紹
介
さ
れ
、

話
題
沸
騰
中
の
ジ
ュ
ア
ー
ル
テ
ィ

の
新
商
品
、
「
ジ
ュ
ア
ー
ル
ペ
コ

ー
」
（
定
価
３
０
０
０
円
）
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ケ
ニ
ア
産
の

厳
選
さ
れ
た
茶
葉
を
使
用
し
た
ジ

ュ
ア
ー
ル
ペ
コ
ー
は
、
独
自
の
ブ

レ
ン
ド
で
作
り
上
げ
た
、
美
容
や

健
康
を
心
が
け
て
い
る
方
に
お
す

す
め
の
健
康
飲
料
で
す
。

提
供

ジ
ュ
ア
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
株

式
会
社

☎
０
３
｜
５
７
７
５
｜
７
９
２
７

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
u
a
r
j
a
p
a
n
.

c
o
.
n
e
t

１
、
お
家
へ
帰
る

２
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
描
か
れ
て
い
る
花
と
い
え
ば

？

３
、
ハ
ン
バ
ー
グ
も
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
も
パ
ス
タ
も

コ
レ

４
、
水
が
流
れ
て
い
ま
す

５
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
ビ
ル
も
家
も
コ
レ

７
、
運
命
の
赤
い
○
○

９
、
↑
↓
後

１１
、
○
○
に
入
っ
て
は
○
○
に
従
え

１３
、
遅
れ
ち
ゃ
う

１５
、
ホ
ー
プ

１６
、
雑
誌
に
原
稿
を
寄
せ
る

１７
、
群
馬
県
に
あ
る
有
名
な
温
泉
郷
で
す

１９
、
１２
月
２５
日
は
何
の
日
？

２１
、
畑
が
あ
り
ま
す

２２
、「
さ
ぁ
、
何
の
こ
と
？
」
○
○
を
切
る

２３
、
火
・
○
○
・
木

２５
、
火
の
用
心
。
マ
ッ
チ
１
本
○
○
の
元

２７
、
学
校
で
抜
き
打
ち
…
ど
う
し
よ
う

２９
、
木
が
３
つ

３１
、
ピ
ン
か
ら
○
○
ま
で

１、「最近、どうですか？」○○○○○報告、

聞かせてくださいね

４、お侍さんの武器です

６、○○�� ��

７、三陸・わんこそば・宮沢賢治

８、割れないグラスといえば？

１０、働くね

１２、ペッタンペッタンと正月につく

１４、「桔梗」何と読む？

１６、エリンギ・エノキ・しいたけ

１８、○○と私

１９、薬膳料理に使われる実といえば？

２０、右脳と○○○

２２、ペテルギウス・プロキオン・○○○○

２４、情報○○は何でも知ってるんだ

２５、七つの子、黒い鳥

２６、１２月初旬生まれは何座？

２８、ケータイメールで使う

３０、暖炉でくべる

３２、ユング・フロイトといえば何学者？

３３、陸上競技など、スポーツマンのことをこう

いいます

①
炭
せ
っ
け
ん

シ
ャ

ル
ボ
ン
を
２０
名
に

②
本
場
の
讃
岐
う
ど
ん

お
試
し
セ
ッ
ト
を
２０
名
に

道の駅文庫

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

★
タ
テ
の
鍵

山尾三省 著

（野草社刊）
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１３

２７

屋
久
島
に
移
り
住
み
、
自
然
に
回
帰
す
る
生
き
方
を
詩
や
エ
ッ
セ
イ
に
綴
り
世
界

に
発
信
続
け
た
山
尾
三
省
さ
ん
は
、
二
〇
〇
一
年
八
月
、
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
た
。
六

十
二
歳
だ
っ
た
。
そ
の
山
尾
さ
ん
が
一
九
九
九
年
七
月
に
沖
縄
の
琉
球
大
学
で
集
中

講
義
を
行
っ
た
。
九
十
分
の
講
義
を
一
日
三
回
、
五
日
間
に
わ
た
る
講
義
だ
っ
た
。

そ
の
講
義
録
を
再
編
集
し
て
二
〇
〇
〇
年
九
月
に
出
版
さ
れ
た
の
が
本
書
で
、
山
尾

三
省
さ
ん
の
人
生
と
思
想
の
到
達
点
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
あ
と
が
き
で
こ
う

書
い
て
い
る
。

「
森
羅
万
象
に
向
き
合
う
個
人
が
、
そ
の
中
の
一
象
に
意
味
性
や
喜
び
と
し
て
の

カ
ミ
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
他
者
と
共
有
し
て
い
く
新
し
い
ア
ニ
ミ
ズ
ム
思
想
は
、

個
人
が
個
人
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
を
超
え
て
い
く
自
由
を
内
臓
し
て
い
る
と
同
時

に
、
環
境
問
題
と
い
う
私
達
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
必
須
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
、
小
さ
い
け
れ
ど
も
重
要
な
方
法
論
で
あ
る
。」

ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
は
、
原
初
的
な
宗
教
を
さ
す
言
葉
で
一
般
的
に
は
精
霊
信
仰
と
呼

ば
れ
る
。
山
や
樹
木
な
ど
に
精
霊
が
あ
り
、恐
れ
敬
う
と
い
う
の
が
ア
ニ
ミ
ズ
ム
だ
。

山
尾
さ
ん
は
、
森
羅
万
象
の
な
か
に
カ
ミ
（
精
霊
）
が
い
る
、
と
い
う
ア
ニ
ミ
ズ
ム

こ
そ
人
類
と
地
球
を
救
う
希
望
だ
、
と
思
い
至
っ
た
の
だ
。
そ
う
し
た
思
い
は
、
山

尾
さ
ん
の
二
十
有
余
年
に
及
ぶ
屋
久
島
で
の
暮
ら
し
と
詩
作
、
思
考
の
結
晶
と
し
て

に
じ
み
出
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

山
尾
さ
ん
は
、
屋
久
島
を
終
の
棲
家
と
決
め
、
屋
久
島
の
自
然
と
風
土
の
内
側
に

入
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
場
所
で
生
き
、
死
ぬ
の
だ
と
達
観
し
得
た
と
き
、
そ
こ
の
あ

ら
ゆ
る
存
在
が
、
そ
れ
は
縄
文
杉
で
あ
っ
た
り
野
に
咲
く
花
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、

一
気
に
生
命
あ
る
も
の
霊
あ
る
も
の
と
し
て
「
親
和
力
」
を
も
っ
て
山
尾
さ
ん
の
前

に
現
れ
た
の
だ
と
思
う
。
集
中
講
義
で
は
、
山
尾
さ
ん
の
詩
の
朗
読
が
毎
回
行
わ

れ
、
最
初
の
講
義
で
は
「
土
と
詩
」
と
い
う
詩
を
紹
介
し
て
い
る
。
詩
の
最
後
の
フ

レ
ー
ズ
「
土
は
無
限
の
道
場
、
詩
は
そ
こ
に
正
座
す
る
」
こ
れ
こ
そ
山
尾
さ
ん
が
学

生
達
に
伝
え
た
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

本
書
は
第
一
話
「
土
と
い
う
カ
ミ
」
か
ら
始
ま
り
第
十
五
話
ま
で
の
構
成
。
つ
ま

り
十
五
回
講
義
の
内
容
順
だ
と
思
う
。
随
所
に
イ
ン
ド
の
古
代
哲
学
が
出
て
き
て
講

義
の
奥
深
さ
を
語
っ
て
い
る
。
第
十
話
「
つ
い
の
栖
」
（
す
み
か
）
で
は
小
林
一
茶

の
帰
郷
と
俳
句
に
つ
い
て
語
り
、
人
間
の
「
故
郷
性
存
在
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て

い
る
。
人
に
は
、
安
心
し
て
生
き
、
死
ん
で
い
け
る
場
所
を
見
つ
け
る
感
性
が
あ

る
、
と
山
尾
さ
ん
。
「
そ
の
よ
う
な
場
所
を
探
し
出
し
て
い
く
、
見
つ
け
出
し
て
い

く
と
、
そ
こ
か
ら
本
当
の
人
生
が
は
じ
ま
る
」
と
学
生
達
に
語
り
か
け
る
。

第
十
四
話
「
回
帰
す
る
時
間
」
で
は
、
進
歩
と
い
う
直
線
的
な
時
間
と
、
永
遠
に

変
わ
ら
な
い
循
環
す
る
時
間
の
相
克
に
つ
い
て
語
り
、
次
世
代
の
課
題
は
二
つ
の
時

間
の
相
を
調
和
し
て
い
く
こ
と
だ
と
語
り
か
け
る
。
最
終
講
義
で
は
、
「
自
立
し
た

個
人
と
し
て
生
命
体
お
よ
び
非
生
命
体
を
も
含
ん
だ
新
た
な
共
同
性
」
の
再
構
築
と

い
う
点
に
及
ぶ
。
こ
の
最
後
の
一
点
に
お
い
て
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
い
う
希
望
」
の
意

味
が
単
に
人
の
生
き
方
で
は
な
く
社
会
の
あ
り
方
を
見
据
え
た
も
の
だ
と
気
づ
か
さ

れ
た
。
私
も
、
琉
球
大
学
の
聴
講
生
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
再
読
し
、
山
尾
さ
ん

が
到
達
し
た
思
考
の
深
さ
を
味
わ
い
た
い
。

（
花
信
風
子
）
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▶
応
募
方
法

▶
応
募
方
法

２９号の正解は

「ミチノエキデマナブ」でした

★ヨコの鍵

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル
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